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1月15日（成人の日）には、肱川町創立50固年記念第45回成人式を公民館で、新成人37人

新たな希望と を迎えて開催 しました。

午前 9時からの式典では、成人証書の授与、町長式辞、記念品贈呈、来賓の祝辞があり、

自覚を胸に 最後に新成人を代表して中居谷の松田 勉君が「この豊かな自然と 恵まれた風土の中に、

生きがいのある生活の実現と夢のある郷土づくりをめざします。」と答辞を述べました。

はばたけ20歳 その後、伊予木材（応表取締役社長井関和彦先生による「有意義な人生をおくるため

に」と題した記念講演や、青年団による餅つきなども行われ、新成人を祝い励ましました。

（公民館報の貢に、記念講演の要旨を掲載）

今月号の主な内容 町民のうごき

＝町 報＝ ＝農林だより＝
人口 3,460人 (-4)

* 「風の博物館」建設に着手・ 2 *第42回森林組合通常総代会・ • •••10

奎新しい町創造（教育文化の町づくり） 3 *コメ 問題への内圧・・・ 12 男 1,673人 (-6)
*愛の一声運動 ・・・・・・・ ・・・ ・4 1tl今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 
*町営住宅入居者募集・．．．．．．．．．． 6 ＝公民館報＝ 女 1,787人 (+2)

*電波利用料制度スタ ート ・・・・・ 8 卍第45回成人式記念講演・・ 16 世帯数 998幕(+1) 
屯社協だより .... ， 衡健康マラソソ及び肱川駅伝大会 •18 
*お知らせ・・・・ ・・・・・・ 20 *みんなの幸せを願って・・ ・・ ・ ・ ••19 （平成5年1月31日現在）
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起工式で鍬入れを行なう大野町長

大
駄
場
の
建
設
地
に
お
い
て
一
月

十
六
日
、
世
界
で
も
珍
し
い
「
風
の

博
物
館
」
の
起
工
式
が
、
関
係
者
四

十
五
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
博
物
館
は
、
風
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
資
料
を
展
示
、
「
見
て
、
遊

び
、
触
れ
る
」
こ
と
で
知
識
を
習
得

す
る
一
方
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
情

報
や
利
用
技
術
を
研
究
し
、
新
し
い

産
業
を
創
造
す
る
こ
と
等
を
目
的
に

建
設
す
る
も
の
で
す
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
二
千
十
八
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。
敷
地
は
約
九
千
百

風 の 博 物 館 完 成 予 想 図

一
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

乎
方
メ
ー
ト
ル
で
、
周
辺
の
芝
生
広

場
に
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
風

車
―
―
―
基
を
建
て
ま
す
。

十
一
月
十
五
日
完
成
を
予
定
し
て

お
り
、
総
事
業
費
は
約
七
億
円
で
す
。

一
階
は
展
示
室
で
、

風
に
関
す
る

絵
画
、
図
書
、
ビ
デ
オ
、

C
D
、
が

ん
具
の
ほ
か
、
世
界
各
国
の
風
車
の

模
型
な
ど
を
展
示
す
る
と
共
に
、
風

速
二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
風
が
体
感

で
き
る
風
洞
実
験
機
を
設
置
し
ま
す
。

二
階
は
三
百
人
が
収
容
で
き
る
多

目
的
ホ
ー
ル
と
会
議
室
で
す
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
演
劇
、
演
奏
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
、
各
種
の
集
会
に
利
用
し
ま
す
。

三
階
は
研
修
室
、
工
作
実
験
室
、

風
お
こ
し
室
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
資
料
を
整
備
す
る
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ソ
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
確
立
し
、
産
業
技
術
や
気
象
・
都

市
ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
バ
ソ
ク
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

一
月
十
八
日
、
肱
川
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
、
工
事
請
負
契
約
締
結

二
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
決
内
容
）

ユ
リ
は
冬
に
な
る
と
枯
れ
る
の
が
~

常
識
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
っ
~

と
ど
っ
こ
い
、
萩
野
尾
の
中
野
一
さ
~

ん
宅
の
庭
に
は
、
元
気
に
年
を
越
し
~

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

世
話
を
し
て
い
る
奥
さ
ん
も
、

顧

大
駄
場
に
農
村
体
験
宿
泊
施
設
'
•
一

肱

川

町

議

会

臨

時

会

i

①
農
村
体
験
宿
泊
施
設
新
築
工
事
~

工
事
費
六
、
三
三
四
万
五
千
円
~

相
手
方
肱
川
建
設
工
業
卸
~

②
広
常
・
敷
水

地
区
林
道
新
設
工
事
~

工
事
費
五
、
六
一
三
万
五
千
円
~

相
手
方
上
田
建
設
卸
~

寒
さ
に
負
け
ず

「
年
を
越
し
た
ユ
リ
」

新
年
左
彩
る
カ
レ
ソ
ダ
ー
、

風
を
テ
ー
マ
に
「
花
の
香

り
を
運
び
、
草
を
な
び
か

し
、
木
々
を
ふ
る
わ
し
、

落
ち
葉
を
舞
わ
せ
、
水
に

波
を
、
空
に
雲
を
呼
ぶ
、
目
に
さ
や

か
に
は
見
え
ぬ
が
風
こ
そ
が
自
然
を

つ
か
さ
ど
る
存
在
ー
」
そ
ん
な
文
章

が
あ
っ
た
。
風
に
は
詩
が
あ
り
夢
が

あ
る
。
風
お
こ
し
運
動
は
肱
川
の
す

べ
て
の
原
点
、
五

0
周
年
の
行
事
、

企
画
も
す
べ
て
風
お
こ
し
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
年
末
に
風
の
博
物
館

を
発
注
し
た
。
風
お
こ
し
運
動
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
、
産
業
文
化

活
動
の
拠
点
に
し
た
い
。
欲
ば
っ
た

こ
と
だ
が
、
学
究
的
感
覚
だ
け
で
考

え
る
の
で
な
く
、
住
民
と
結
び
つ
い

た
も
の
に
、
ま
た
単
な
る
集
会
施
設

で
な
く
知
的
、
学
問
的
な
も
の
を
備

え
た
文
化
会
館
と
し
、
周
辺
施
設
も

と
考
え
て
い
る
。
北
海
道
え
り
も
町
、

山
形
県
立
川
町
な
ど
も
風
と
人
間
生

活
と
の
か
4

わ
り
が
学
べ
る
施
設
、

風
力
発
電
な
ど
同
じ
よ
う
な
考
え
で

進
め
て
い
る
。
肱
川
が
最
初
と
な
る

が
中
味
が
問
題
。
職
員
に
も
館
ヘ
一

つ
で
も
貢
献
を
と
要
望
し
て
い
る
。

各
位
も
ご
協
力
を
。

人
が
道
を
拓
く

人
が
町
を
拓
く

そ
こ
に
ロ
マ
ソ
が
欲
し
い（

町
長
）

り
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日
本
の
社
会
は
い
ま
「
経
済
の
時
代
」
か
ら
「
文
化
の
時
代
」
へ
と
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
モ
ノ
、
カ
ネ
、
経
済
」
か
ら
、
今
ま
で
見
失
っ
て
い
た
「
人
間
の
心
・
精

神
的
豊
か
さ
、
ゆ
と
り
」
の
大
事
さ
に
目
を
向
け
始
め
た
か
ら
で
す
。

環
境
を
整
え
た
学
校
教
育
、
公
民
館
が
進
め
て
い
る
諸
活
動
を
と
お
し
て
、

＿
貫
し
た
生
涯
教
育
を
創
造
す
る
た
め
、
全
て
の
分
野
を
文
化
的
な
視
点
で

見
つ
め
直
し
、
個
性
豊
か
で
開
か
れ
た
文
化
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
的
に
教
育
施
設
を
整
え
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
実
践
を
促
し
、
一
生

を
通
じ
て
能
力
を
磨
き
生
き
が
い
の
あ
る
心
豊
か
な
人
生
を
享
受
で
き
る
町

づ
く
り
進
め
ま
す
。

学
校
の
施
設
整
備
計
画
は
、
平
成

四
年
度
よ
り
短
期
、
中
期
、
長
期
計

画
に
分
け
て
逐
次
整
え
て
行
き
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
は
計
画
の
段
階
か
ら
、

地
域
が
利
用
で
ぎ
る
施
設
と
し
、
体

育
館
な
ど
を
中
心
に
学
校
の
持
つ
物

的
、
人
的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り

ま
す
。町

内
各
地
域
の
、
学
校
の
改
築
を

始
め
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
改
修
、
教
材
機
器
の

整
備
な
ど
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
が
、
町

の
児
童
•
生
徒
数
は
、

い
ま
の
ま
4

で
行
く
と
、

平
成
四
年
度
は
二
六
二

名
で
す
が
平
成
九
年
度

に
は
一
七
五
名
（
小
学

校
）
と
な
り
、
以
後
も

さ
ら
に
減
少
傾
向
が
続

く
見
込
み
で
す
。

こ
の
実
態
を
直
視
し

な
が
ら
、
教
育
効
果
を

ユニークな教育の場（大谷小学校）

教
育
文
化
の
町
づ
く
り め

ざ
し
て

新

し

い

町

創

造

を

(9) 

上
げ
て
い
く
計
画
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
町
内
小
規
模
校
の

共
同
学
習
の
開
設
と
か
、
町
外
小
学

校
と
の
交
流
学
習
、
山
村
留
学
の
実

施
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
共
同
学
習
、

一

社

会

教

育

一

肱
川
町
の
生
涯
教
育
は
、
公
民
館

に
よ
る
ニ
オ
児
・
三
才
児
対
象
の

「
お
は
な
し
文
庫
」
か
ら
始
ま
り
、
学

校
教
育
か
ら
青
壮
年
や
婦
人
が
参
加

し
て
の
、
五
七
団
体
に
も
及
ぶ
自
主

サ
ー
ク
ル
活
動
や
積
極
的
な
読
書
活

動
を
経
て
、
お
四
国
学
級
で
終
わ
る

一
貫
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
生
涯
教
育
の
中
心
施
設
と

し
て
、
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
や

文
化
活
動
の
拠
点
整
備
が
必
要
で
す
。

老
朽
化
が
著
し
い
分
館
施
設
な
ど

逐
次
改
築
を
進
め
ま
す
が
、
学
習
活

動
や
文
化
活
動
の
旺
盛
な
地
区
か
ら

順
次
整
備
を
進
め
ま
す
。

ひ
と
り
一
芸
、
一
研
究
、
一
ス
ポ
ー

ツ
、
一
趣
味
な
ど
へ
の
取
組
み
を
通

し
て
、
生
活
に
生
か
す
手
づ
く
り
学

習
を
進
め
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り
、
地
域

に
眠
っ
て
い
る
文
化
芸
能
の
掘
り
起

こ
し
、
県
指
定
•
町
指
定
の
文
化
財

保
護
を
強
化
し
、
史
跡
・
天
然
記
念

物
の
調
査
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
、

な
ど
を
と
お
し
町
の
誇
り
う
る
文
化

と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ

を
と
お
し
た
健
康
な
町
づ
く
り
を
進

交
流
学
習
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
義
務
教
育

を
と
お
し
て
、
感
性
豊
か
な
思
い
や

り
の
あ
る
人
間
形
成
を
は
か
る
た
め
、

人
権
教
育
を
徹
底
し
て
進
め
る
教
育

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

め
る
た
め
、
町
に
も
運
動
公
園
が
必

要
で
す
。

平
地
の
少
な
い
肱
川
町
は
大
規
模

な
運
動
公
園
は
望
め
ま
せ
ん
が
、

町

に
似
合
っ
た
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

町
の
美
し
い
自
然
の
中
に
、
特
色

の
あ
る
文
化
施
設
を
順
次
整
備
す
る

こ
と
が
新
し
い
文
化
活
動
を
誘
発
し

新
し
い
町
創
造
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
り
ま
す
。

「
風
の
博
物
館
」
を
建
設
し
周
辺
へ

は
「
農
村
体
験
交
流
館
」
さ
ら
に
自
然

現
象
な
ど
の
独
特
の
資
源
を
い

か
し
た
屋
外
施
設
整
備
を
進
め
、

他
に
類
を
見
な
い
個
性
豊
か
な

文
化
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す。
博
物
館
は
、
生
活
・
産
業
・

学
術
・
図
書
・
美
術
・
音
楽
・

ス
ポ
ー
ツ
等
の
中
か
ら
、
風
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
収
集

し
て
、
実
物
・
模
型
・
パ
ネ
ル

等
で
展
示
す
る
と
と
も
に
風
の

体
験
、
実
習
室
、
研
究
室
等
を

設
け
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
風

を
学
び
、
空
気
の
大
切
さ
や
地

こどもたちの夢をのせて空高く （予子林小学校）

個
性
豊
か
な

文

化

環

境

球
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
る
、
全
国
で
も
初
め

て
と
い
う
専
門
施
設
と
し
ま
す
。

二
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て、

音
響
効
果
を
重
視
し
た
施
設
で
文
化

協
会
の
活
動
拠
点
、
町
内
・
管
内
児

童
生
徒
の
音
楽
発
表
会
、
映
画
、
コ

ソ
サ
ー

ト
、
演
劇
公
演
な
ど
に
年
間

を
と
お
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
龍

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

龍
は
空
想
の
世
界
で
創
り
出
さ
れ

た
動
物
で
す
が
、
今
も
神
話
・
伝
説
・

民
話
・
美
術
工
芸
・
玩
具
等
で
存
在

し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
も
、

山
や
川
、
お
宮
、

伝
説
等
で
数
多
く
生
き
て
い
ま
す
。

龍
の
愛
好
家
に
よ
り
六

0
0点
の

龍
に
関
す
る
資
料
寄
贈
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、
東
西
の
龍
に
関
す
る
資
料

や
物
品
も
公
開
し
て
い
き
ま
す
。
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9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

次
回
は
、
行
財
政
の
効
率
化
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
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愛 の 一 声 運 動

わ
が
国
は
、
い
ま
だ
ど
こ
の
国
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
者
社

会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
で
も
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
六
十
五
才
以
上
の
人
が
、
全
人

ロ
の
二
十
五
％
を
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

又
、
七
十
才
以
上
の
人
が
五
百
六

十
八
人
で
、
そ
の
う
ち
ひ
と
り
ぐ
ら

し
の
人
が
、
四
十
三
人
で
、
約
八
％

を
し
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
ひ
と
り
ぐ

ら
し
の
老
人
が
、
日
常
生
活
上
安
心

し
て
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
今
、
地

域
上
げ
て
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

安
否
を
気
づ
か
っ
た
り
、
孤
独
感

を
柔
ら
げ
た
り
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
声
の
訪
問
を
行
う
「
福

祉
電
話
」
や
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ

て
、
緊
急
時
の
対
応
を
果
た

す
「
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
も
そ
う
で
す
。
又
、
ボ

ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る

「
友
愛
訪
問
」
や
「
愛
の
一
声

運
動
」
も
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
町
創
立
五

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

一
声
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
以
前
か
ら

婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
フ
・
青

年
団
・
郵
便
局
な
ど
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

団
体
の
協
力
を
得
て
、
総
ぐ

る
み
で
実
施
し
ま
す
。

一
、
婦
人
会
会
員
に
よ
る
婦

人
の
立
場
で
一
声
運
動
。

0
肱
川
町
青
年
団

18
人

代

表

者

大

井

章

裕

「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」

グ
ル
ー
プ
紹
介

―
-
、
老
人
ク
ラ
フ
会
員
に
よ
る
仲
間

と
し
て
の
一
声
運
動
。

三、

郵
便
局
外
務
員
に
よ
る
愛
の
一

声
と
訪
問
記
録
簿
の
作
成
。

四
、
森
林
組
合
職
員
に
よ
る
簡
易
な

居
宅
の
修
繕
゜

五
、
社
協
専
門
員
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
生
活
指
導
。

六
、
民
生
委
員
に
よ
る
在
宅
福
祉
面

か
ら
み
た
ニ
ー
ズ
調
査
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
協
力
団

体
と
協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。

記
念
事
業
を
機
会
に
、
今
後
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て

推
進
し
て
行
き
ま
す
。

0

大
洲
高
校
肱
川
分
校

47
人

代

表

者

松

中

秀

夫

0

肱
川
町
婦
人
会

40
人

代
表
者
冨
永
千
世
子

0

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

330
人

代

表

者

宮

田

静

0
5
8

会

4
人

代

表

者

安

川

武

志

0

民
生
委
員
協
議
会

13
人

代

表

者

宮

田

義

盛
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表
（平成 5年1月31日現在）

認羽瞬

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

柳 増田 ヨリ 明治24.12.26 101 横綱 白 石寺中 サヲ 明治27.5. 3 98 

上嵯峨谷 高橋 安一 明治27.11.14 98 大関 下鹿野川 亀田 ヌイ 明治28.5. 8 97 

上鹿野川 大越モトヱ 明治28.7.30 97 関脇 広 常竹田、ンゲヨ 明治29.3.14 96 

上鹿野川 晶 氷ヽ 廣 明治30.4.27 95 小結 山 槌池田コマッ 明治30.11.20 95 

中居谷 西本カメヨ 明治31.1. 30 95 前頭箪頭 中 居 谷 櫻田 ミサヲ 明治32.1.13 94 

森 兵頭猪三雄 明治32.5. 7 93 2 上鹿野川 米田フクヱ 明治32.7.15 93 

小 藪福森、ンズヱ 明治32..8.13 93 3 広 常土井 民 明治32.11.18 93 

大 和東 琢雄 朋治32.12.3 93 4 共 栄上野サカヱ 明治32.12.17 93 

大屋敷 宮本キミェ 明治33.1. 4 93 5 中 野曽根イシヱ 明治33.1.12 93 

郷 栗田クニヱ 明治33.1.30 93 6 柳 堀 兼治 明治33.3.11 93 

郷 高岡 ミヱ 明治33.6.14 92 7 森 浅井サカヱ 明治33.8.22 92 

汗 生尾下トクヲ 明治33.10.4 92 8 上森山 石川トシヱ 明治34.1 8 92 

町 大野 誠 明治34.1. 15 92 ， 中 津二宮タヨリ 明治34.6.3 91 

脇 生沖田夏五郎 朋治34.6.14 91 10 大 平竹本ツルヲ 明治34.9.6 91 

白 石三好セヲリ 明治34.9.30 91 11 中 野 山 田 コイ 明治34.10.9 91 

郷 松田 ヌイ 明治34.12.5 91 12 上敷 水 曽我部キクヨ 明治35.2. 4 90 

示＇ 造門多ヨ、ンノ 明治35.4.25 90 13 小 倉和氣幸次郎 明治35.7. 1 90 

中居 谷 崎野タカミ 明治35.7.10 90 14 大 平二宮ヒロ ミ 明治35.8.16 90 

上嵯餓谷 高橋チトセ 明治35.12.15 90 15 市之畦 堀内カヲル 明治35.12.17 90 

八重 栗 晶 氷ヽ 久 吉 明治36.9. 7 89 十 両 大 和出水サカエ 明治36.10.21 89 

中居 谷 山脇 作市 明治36.11.11 89 2 菟野尾 久保ミヨシ 明治36.12.24 89 

上鹿野川 松岡、ンズカ 明治37.2.12 88 3 上嵯峨谷 和氣 久 衛 明治37.2.23 88 

下敷 水 和 氣 ハ ッ ョ 明治37.6. 6 88 4 瓜生谷 山下ソメヨ 明治37.7.16 88 

中 野松尾 、ンズ カ 明治37.7.23 88 5 協 生 坪 田 嘉儀 明治37.9. 1 88 

下敷 水 帽 子 コト 明治37.11.22 88 6 市之畦 保積チョノ 明治38.1.15 88 

中 津二宮キクヨ 明治38.1.18 88 7 中 野谷 ヒサヨ 明治38.1.20 88 

郷 兵頭 ノヽ Jレ 明治38.3.28 87 8 小 藪上田ヨシコ 明治38.4.14 87 

中居 谷 中野キクヨ 明治38.7. 4 87 ， 示， 造 武田 カ子 明治38.7.14 87 

辻ノ＇ヽ 栄 奥田睦太郎 明治38.8. 3 87 10 久 保 東 トモヱ 明治38.9.30 87 

議会議長 冨永計次 民生総務 宦；田 義盛
町 長 大野 和

行司老連会長宮田 静 検査役収 入役 森 繁 勧進元

助 役永 田利幸 町民課長佐：久保恵一
社協会長ネ畠 田 保

毎
年
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
綱
に
は
増
田
ヨ
リ
さ
ん

（
柳
）
百
一
歳
が
、
そ
し
て
西
の
横
綱

は
寺
中
サ
ヲ
さ
ん
（
白
石
）
九
十
八
歳

と
昨
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
は
前
頭
十
二
枚
目
ま
で
は
九

町
付番

八
割
が
女
性
で

九
十
歳
以
上
が
三
十
八
人
ぢ

十
歳
以
上
で
し
た
が
、
今
年
は
な
ん

と
前
頭
以
上
の
人
が
九
十
歳
代
で
占

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

男
女
の
割
合
で
見
て
み
ま
す
と
女

性
が
五
十
六
人
中
四
十
四
人
と
全
体

の
約
八
割
を
占
め
、
女
性
上
位
の
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
お
元
気
で
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
ハ
不
老

長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

/>
No.~訟プ｀”［〉⑩

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
五
年

一

月
三
十
一
日
現
在
の
も
の
で
す

か
ら
、
誕
生
日
が
来
た
ら
、
こ

の
表
の
年
齢
に
一
歳
が
加
え
ら

れ
ま
す
。

大
洲
か
ら
肱
川
町
へ
来
て
、

半
年
に
な
り
ま
す
。

大
洲
に
い
る
時
は
、
病
気
ば

か
り
し
て
、
病
院
通
い
が
多
か

っ

た
け
れ
ど
、
今
は
、
カ
ゼ
も
ひ

か
な
い
で
、
元
気
に
お
ば
ち
ゃ

ん
と
毎
日
遊
ん
で
い
ま
す
。

お父さん
剛さん

お母さん
美智子さん

五
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て

生
ま
れ
、
ワ
ソ
パ
ク
で
何
で

も
興
味
を
示
す
目
の
離
せ
な

い
頃
、
親
に
と
り
何
人
い
て

も
可
愛
い
宝
物
。

パ
ト
カ
ー

・
消
防
車
・
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
お
兄
ち
ゃ
ん

の
車
を
一
人
じ
め
寝
る
時
も

い
つ
も

一
緒
、
そ
ん
な
車
大

好
き
少
年
1
.

ま
こ
と

福
嶋
真
く
ん
（
共
栄
）

平
成
2
年
1
2
月
28
日
生

2
歳
1
か
月 お父さん

員一さん
お母さん

せきえさん

け
ん
じ

東
建
二
く
ん
（
柳
）

平
成
2
年
1
2
月
2
1
日
生

2
歳
2
か
月

_1 
F 
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肱
川
町
で
は
、
平
成

三
年
度
に
引
き
続
き
平

成
四
年
度
も
道
野
尾
地

区
に
高
齢
者
対
応
型
の

第

一
種
住
宅
四
戸
（
木

造

二
階
建
）
と
第

二
種

住
宅
四
戸
（
木
造
平
家
）

の
計
八
戸
を
建
設
中
で

＝
一
月
末
日
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
そ
こ
で
今

年
度
完
成
す
る
町
営
住

宅
の
入
居
希
望
者
を
次

の
要
領
で
募
集
い
た
し

ま
す
。入

居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
五
年
三
月

二
十
二
日
ま
で
に
建
設

課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

、0
l
>
 

◎

家

賃

第
一
種
住
宅

第
二
種
住
宅

◎
入
居
条
件

・
現
に
同
居
し
、

又
は
同
居
し
よ
う

二
万
四
千
円

二
万
二
千
円

一9---~--9 
建設中の町営住宅

とし自納四 に課→所り
社

まさて身め年控な税ム得ま所
たれ納のた一 除 つ 対
‘まめ分国月がて象

+、屈税 し得

過すたは民か受い力、険畠ぢ麿
去 ° 保 も 年 らけまら米斗定国確
の 険ち金十らす差控申民定
未 料ろ保 二 れ゜し騎告年申
納 もん険月 る 引とを金牛
分 控家料ま の かしすのぢ
の 除族ででは れてる保時
保 のの‘の‘ る‘と験期
険 対分自間乎 こ全き iiに
料 象と分に成 と額に、な

（平成4年の国民年金保険料額）

月 定 1月～3月 9,000円

額 額 4月～12月 9,700円

年 付加保険料 400円

定 額 114,300円

額 定額＋付加 119,100円

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

と
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

・
入
居
時
に
家
賃
三
ヶ
月
分
を
敷
金

と
し
て
納
付
で
き
る
人

・
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定

め
る
基
準
に
合
致
す
る
こ
と
。

・
男
子
六
十
歳
、
女
子
に
つ
い
て
は

五
十
歳
以
上
の
人
は
単
身
で
も
入

居
で
き
ま
す
。

~

※
浄
化
槽
の
管
理
料
な
ど
は
、
入
居

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
申
し
込
み
方
法

申
込
用
紙
は
、
建
設
課
に
あ
り

ま
す
。

◎
選
考
方
法

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。

◎
入
居
開
始

平
成
五
年
四
月
一
日
以
降

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
建
設

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

み
か
ん
の
効
用

申告と納税の期限について
所得税は、 2月16日（火）から 3月15日（月）まで

個人事業者の消費税は、 3月31日（水）まで

贈与税は、 2月 1日（月）から 3月15日（月）までです。

お間違えのないようご注意ください。

申告書等の提出は

0税務署には、時問外収受ポストを設置しております。

休みの日の申告書等の提出にご利用ください。

0 申告書等の提出は、郵送でも差し支えありません。

◎
②
⑯
④
②
①
⑭
⑯
 

み
か
ん
は
早
生
み
か
ん
と
普
通
み

か
ん
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
普
通
み
か

ん
が
本
当
に
お
い
し
く
な
る
の
は
十

二
月
の
半
ば
頃
か
ら
で
す
。

み
か
ん
類
は
、
ビ
タ
ミ
ソ

C
が
多

く
、
夏
み
か
ん
、
ネ
ー
ブ
ル
、
伊
予

柑
、
は
っ
さ
く
な
ど
も
同
じ
仲
間
で

す。
ビ
タ
ミ
ソ

C
は
熱
す
る
に
つ
れ
て

増
え
、
実
よ
り
も
皮
の
方
に
四
ー
五

倍
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
皮
に
は

C

の
他
に
、

A
や
D
も
多
く
血
管
を
強

く
し
ま
す
。

き
ん
か
ん
は
、
実
よ
り
も
皮
を
食

べ
る
も
の
で
す
。
文
旦
漬
け
は
皮
だ

け
を
砂
糖
漬
け
に
し
た
も
の
で
す
。

を
納
め
た
り
、
免
除
期
間
を
追
納
し

た
と
き
は
、
そ
の
分
も
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

み
か
ん
の
皮
を
干
し
て
風
呂
に
入
れ

る
と
、
保
湿
の
く
す
り
に
な
り
湯
ざ

め
を
し
ま
せ
ん
。

み
か
ん
類
の
皮
の
油
が
保
湿
に
役

立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
か

ん
類
の
皮
を
乾
燥
し
た
も
の
を
陳
皮

（
ち
ん
ぴ
）
と
い
い
、
七
味
と
う
が
ら

し
や
ソ
ー
ス
の
香
料
に
し
ま
す
。
漢

方
で
は
健
胃
剤
と
し
て
使
用
し
て
お

り
ま
す
。

み
か
ん
の
値
う
ち
を
、
も
う
一
度

見
直
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た

い

も

の

て

す

｀

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。
保
険
料
の
年
度
の
締

め
く
く
り
に
、
ご
自
分
の
保
険
料
に

納
め
忘
れ
が
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
す
と
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
基

礎
年
金
が
減
額
さ
れ
る
ば
か
り
か
、

病
気
や
ケ
ガ
で
不
幸
に
し
て
障
害
者

に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
一
家
の
大

黒
柱
で
あ
る
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
キ
チ
ソ
と
納
め

る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
年
金
権
の

確
保
と
同
時
に
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
と
い
う
大
き
な
役
割
も
果

た
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

平
成
四
年
四
月
分
か
ら
今
年
の

三

月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
市
町
村
役

場
か
ら
発
行
さ
れ
た
納
付
案
内
書
に

よ
り
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
は
、

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

未
納
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
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暴
力
を
許
さ
す
、
見
逃
さ
な
い
で

通
報
し
よ
う

み
ん
な
の
カ

平
成
四
年
三
月
に
暴
力
団
対
策
法

が
施
行
さ
れ
約
一
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
法
律
の
効
果
は
着
実
に
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
「
組
織
か
ら
の
脱
退
妨
害

や
用
心
棒
代
の
要
求
等
」
の
行
為
に

対
し
て
発
せ
ら
れ
る
公
安
委
員
会
の

中
止
命
令
と
か
暴
力
団
関
係
の
相
談

や
被
害
の
届
出
が
増
加
し
て
お
り
困

り
事
の
解
決
や
事
件
の
検
挙
に
結
び

つ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
資
金
源

を
断
た
れ
た
禁
力
団
は
組
織
を
解
散

し
、
組
員
も
組
か
ら
離
れ
て
正
業
に

つ
く
な
ど
暴
力
団
対
策
法
の
効
果
が

出
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
暴
力
団
の
多
く
は
、
法

律
の
網
を
か
い
く
ぐ
り
ど
の
よ
う
に

し
て
資
金
癒
を
得
よ
う
か
と
虎
視
眈
々

と
付
け
込
む
隙
を
窺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
暴
力
団
を
追
放
す
る

た
め
に
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
一
人

一
人
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

0
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

0
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

0
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

み
ん
な
で
実
践
し
よ
う

「
暴
力
追
放
三
な
い
運
動
」

で

暴

力

追

放

泣
寝
入
り
は
、
暴
力
団
を
ふ
と
ら

せ
る
だ
け
で
す

暴
力
団
の
こ
と
で
困
っ
た
ら
積
極

的
に
相
談
を

◇
警
察
本
部
相
談
室

6
0
―
二

O
I三
一
ー
九
―

1
0

◇
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ソ
タ
ー

6
0
八
九
九
I

三
ニ
ー
八
九
―
―

10

◇
大
洲
警
察
署

6
0
八
九
――
―
ー
ニ
四
ー
ニ
―
七
五

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
総
理

府
所
管
の
認
可
法
人
）
で
は
、
い
わ

ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、
外
地
等

に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年

を
含
め
た
在
職
年
が

3
年
以
上
で
、

請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す

る
方
に
は
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
、
さ
ら
に

70
歳
以
上
の
方
に
は
高

齢
者
の
順
に
併
せ
て
銀
杯
を
贈
呈
し

て
お
り
ま
す
。

ほ
次
の
方
は
、
こ
の
事
業
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

・
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧
軍
人
軍

属
と
し
て
の
在
職
に
関
連
す
る
年

金
た
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
方
。

・
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お
よ
び
戦

後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ソ
ゴ
ル

国
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
方
。

・
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

上
の
軍
属
（
雇
員
、
傭
人
、
エ
員

等
）
お
よ
び
準
軍
属
の
方
。

〔請
求
書
類
の
送
付
先
•
お
問
い
合

わ
せ
先
〕

〒
、
‘
東
京
都
文
京
区
大
塚

五
I

三
ー

一―――

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
1
課

6
0
-―
―
—
三
九
四
五
ー
四
七0
四

な
お
、
請
求
書
類
は
都
道
府
県
・

市
区
町
村
な
ど
の
窓
口
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
。

恩

給

欠

格

者

の

皆

様

ー
請
求
は
お
済
み
で
す
か
ー ヘ

| N H K学園の通信講座で学習を！ l 
NHK学園では、春期の生涯学習講座受講生を
募集しています。
■生涯学習講座（通信講座）

教養と趣味を深めるための毛筆（日常の四）、
書道、硬筆、俳句、短歌、囲碁など72講座で
す。
申込受付 2月 1日～ 4月30日

＊詳しい案内書をご希望の方は、
〒 186-01 NHK学園 8E 12係

あてハガキにあなたの郵便番号、住所、氏名、
電話番号と を記入のうえご請求ください。案
内書は無料です。
云 (0425)72- 3151（代表）

テニスファン苺望の夜届1照明完成
（鹿鳴園 フ― ス コ ト）

鹿鳴園テニスコー トに夜問照明が完成 し3月 1日から使用で

きますので、体力づくりに、 レジャーにご利用下さい。

夜間照明の利用時間は午後 6時から10時までで10時 には消灯

になります。

利用料金は別表の通りです。

予約が必要ですので鹿鳴園まで連絡して下さい。

読
売
新
聞
社
主
催
の
過
疎
地
域
住

民
の
健
康
を
守
る
人
々
に
贈
ら
れ
る

医
療
功
労
賞
受
賞
者
に
和
気
千
秋
先

生
が
き
ま
り
ま
し
た
。

和
気
先
生
は
、
昭
和
十
七
年
、
京

都
府
立
医
科
大
を
卒
業
後
、
海
軍
の

軍
医
と
し
て
戦
地
に
赴
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
終
戦
の
年
、
お
父
さ
ん
の
後

を
継
が
れ
て
以
来
、
住
民
の
治
療
に

利 用 料 金 表

乎 日 土日祝日 備 考

コ ビジター料金 1面1時間当り 800円 1,000円
I 

町民料金 600円 800円 特別町民を含む卜 ” 
使 貸しコ ート 1面半日当り 3,000円 3,500円 ビジター•町
用
料 夜間コート料

1面1時間当り 600円 民同額
(18 00-,22 ・ 00) 

照 明 料 1時間当り 400円

会 員 券 年会費12,000円で年中無料（照明料別途）

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
五
十
五
年
か
ら
町
が
取

り
組
ん
で
ぎ
た

『
健
康
と
な
り
組
』

に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
成
人

病
予
防
の
指
導
に
大
き
な
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
肺
ガ
ソ
予
防
に
独
自
の
運
動

を
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
『
心
の
先

生
』
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

和

気

千

秋

氏

医
療
功
労
賞
受
賞
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平成 5年 4月

電 波

ー 日から

利用
がスター

料
卜

制 度
します。

この制度により、無線局の免許をお持ちの皆様には、

毎年一定の電波利用料を国に納付していただくことにな

ります。

電波利用料は、今後の無線局の増大に対応した行政事

務の機械化や不法無線局を取り締まるための電波監視施

設の整備などに充てられます。

利用料の額は、電波の利用形態や無線局の種類によっ

て、無線局 1局につきそれぞれ年額で定められています。

例えば、 アマチュア無線局は500円、簡易無線、パー

ソナル無線は600円です。

納付の時期には、郵政省から納入告知書をお送りいた

します。

なお、電波利用料制度についてのお問い合わせは、

四国電気通信監理局企画課、電話 0899-36-5071まで。

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
は
「
年
金

住
宅
融
資
」
の
申
し
込
み
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
利
用
で
き
る
方
〉

現
在
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
で
、

加
入
期
間
が
一＿
一
年
以
上
の
方

〈
資
金
の
使
い
み
ち
〉

新
築
住
宅
・
マ
ソ
シ
ョ
ソ
・
建
売

住
宅
・
中
古
住
宅
の
購
入
及
び
増
改

築
な
ど
の
住
宅
改
良
資
金

〈
融
資
金
額
〉

所
要
資
金
の
八

0
％
以
内
で
、
最

高
一
千
九
百
四
十
万
円
ま
で

〈
融
資
利
率
〉

年
四
・
七
六
％
（
一
般
貸
付
）

〈
返
済
方
法
〉

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返
済

の
選
択

〈
返
済
期
間
〉

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て
五
年
か
ら

三
十
五
年

〈
受
付
期
間
〉

平
成
五
年
三
月
十

二
日
ま
で

（但
し
、
予
定
枠
内
で
締
切
ま
す
。）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
団
法
人
・
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

6
(
O
八
九
九
）
四
一

ー
七
六
六
七

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

『
年
金
住
宅
融
資
』
で
9
.

I一申込受付中 I

「国の教育ローン」のご案内
国民金融公庫では、受験費用・入学金等の進学資金、

授業料・下宿代等の在学に必要な費用をご利用いただ

ける「国の教育ローソ」の申込を受付しております。

お気軽にご相談ください。

ご融資金額
学生•生徒お一人につき
150万円以内

対 象 校
高校・短大・大学・専修学校
各種学校等

利 率 年 5.7 % 

ご 返 済 期 間
6年以内
（ただし、高校，短大、専修学校等は5年以内）

国民金融公庫松山支店

電話0899(41)6148
担当教育ローソ係

早
春
の
ま
だ
川
風
も
冷
た
い
時
期
、

川
べ
り
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
か
れ
ん
な

花
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
、

春
に
葉
が
出
る
前
に
花
を
つ
け
ま
す
。

都
会
生
活
の
中
で
は
、
こ
う
し
た
風

情
に
春
を
感
じ
る
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
は
、
ネ
コ
の
尾

に
似
た
銀
色
の
花
が
美
し
い
の
で
、

花
材
と
し
て
も
喜
ば
れ
、
花
屋
さ
ん

の
店
先
で
も
見
か
け
ま
す
。
ネ
コ
の

尾
の
よ
う
な
形
の
花
は
花
穂
で
、
た

く
さ
ん
の
花
が
そ
こ
に
群
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
木
は
雌
雄
別
株
で
、

雄
花
に
は
お
し
べ
だ
け
、
雌
花
に
は

め
し
べ
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
、
ま
た
の
名
を
工

ノ
コ
ロ
ヤ
ナ
ギ
と
か
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
と

も
い
い
、
主
と
し
て
北
半
球
の
温
帯

か
ら
亜
寒
帯
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
日
本
全
国
の
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヤ
ナ
ギ
と
い
う
と
、
「
柳
腰
」
と
か

「
柳
に
風
と
受
け
流
す
」
な
ど
の
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
枝
の
垂
れ
下
が
っ

た
木
を
連
想
し
ま
す
が
、
ネ
コ
ヤ
ナ

ギ
の
よ
う
に
下
垂
し
な
い
の
も
ヤ
ナ

ギ
科
の
仲
間
で
す
。
中
国
で
は
下
垂

す
る
も
の
を
「
柳
」
、
そ
れ
以
外
を

「
楊
」
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

ネ

コ

ヤ

ナ

ギ

歳

時

記
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平成 4年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 518,944 円

その 他 ・有志 151,271 

計 670, 215 

笞り 認前韓

「
地
城
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、

十

二
月
二
十
五

日

に
配
分
会
を
開
き
、

町
内
の
ね
た
き

り
の
人
、
長
期
療
養
者
、
施
設
入
所

者
等
の
皆
さ
ん
に
、
民
生
委
員
、
役

場
、
社
協
の
職
員
の
手
で
、
そ
れ
ぞ

(2)部落別明細書

部 落 金 額 部 落 金 額

小 畑 井 16,500 下鹿野川 28,454 

萩野尾 3,146 上鹿野川 35,875 

汗 生 3,500 • 月． 造 2,500 

道野尾 10,005 見の越 3,000 

上森山 8,600 月野尾 7,020 

八重 栗 5,500 下敷水 8,055 

山 槌 11,500 敷 水 10,500 

協 生 17,685 上敷水 3,871 

嘉 城 16,000 下嵯峨谷l 7,500 

±1: ,/‘ 栄 17,600 下嵯峨谷2 1,500 

中居谷 25,680 上嵯峨谷 6,000 

白 石 13,500 菟野尾 13,500 

影 地 8,900 橡の木瀕 1,000 

広 常 21,531 柳 11,000 

久 保 17,539 郷 10,100 

大 平 14,607 市 之 畦 8,000 

大屋 敷 8,000 瓜 生 谷 8,500 

森 6,830 町 11,400 

肱 栄 7,000 藤野 原 9,000 

大 和 18,400 小 倉 3,400 

中 野 38,700 中 津 11,500 

小 藪 26,546 合 計 518,944 

（単位

安 川正則さん とホテイ様

れ
訪
問
し
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

『
ま
ご
こ
ろ
』
を
伝
え
ま
し
た
。

募
金
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

協
生
部
落
の
安
川
正
則
さ
ん
か
ら

は
、
毎
年
、
『
歳
末
た
す
け
あ
い
』

円）

歳
末
た
す
け
あ
い
に

多
額
の
募
金

平成 4年度

LJ 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

歳

末

た

す

け

あ

い

募

金

歳末たすけあい募金配分集計表

（単位：円）

配分先 区 分 施設、世帯数 人員 金 額

病院入所者 8 19 57,000 
長期療養者

在宅者 26 27 81,000 

福祉施設 入所者 15 22 110,000 

ねたきり病人等 在宅者 46 46 138,000 

1人世帯 7 7 21,000 

2人世帯 7 14 28,000 

ボーダーライソ
3人世帯 2 6 10,000 

世 母市
4人世帯 3 12 18,000 

5人世帯 2 10 14,000 

小 計 21 49 91,000 

義援金配分 計 477,000 

運動等諸経費 47,093 

一 般配分充当金
146,122 （社こ壬舒届社上t祐畠笈会へ配当）

合 計 670,215 

0
大

平

山

中

ミ

ツ

ル

さ

ん

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
当
協
議
会
の
福
祉
事

業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

に
と
多
額
の
募
金
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
今
年
も

一
〇
九、

二
七
一

円
の
浄
財
を
頂
き
ま
し
た。

こ
の
お
金
は
、
自
宅
の
床
の
間
に

大
き
な
ホ
テ
イ
様
を
置
き
、
年
間
を

通
じ

て
、
五

0
0円
‘
1
0
0円、

五

0
円、

一
0
円
の
金
種
の
つ
り
銭

等
を
入
れ
、
た
ま
っ
た
お
金
だ
そ
う

で
す
。
十
二
月
二
十
四
日
に
決
ま
っ

て
、
持
参
し
て
頂
き
ま
す
の
で
、

職

員
一

同、

サ
ソ
タ
さ
ん
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
芳
志
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公
じ租 代 会（於公民館）

海布丸太生産林（センゾクシバハラ 3年生）
出水山

去
る
二
月
九
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於

い
て
、
第
四
十
二
回

の
通
常
総
代
会
が
開

催
さ
れ
た
。

総
代
会
に
は
、
八

幡
浜
地
方
局
大
洲
出

張
所
森
林
林
業
課
高

市
勝
則
課
長
、
県
森

連
山
口
英
昭
常
務
理

事
、
大
野
和
町
長
、

堀
内
J
A
肱
川
専
務
、

久
保
田
川
上
商
工
会

長
他
町
内
団
体
の
方

の
御
臨
席
の
も
と
開

催
さ
れ
、
河
野
組
合

長
の
開
会
の
挨
拶
の

後
、
議
長
に
山
内
壮

亮
氏
を
選
任
し
て
議

事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
十
三
号
議
案

ま
で
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
山
内
理
事
の
閉
会

の
挨
拶
で
総
代
会
を
終
了
し
た
。
総

代
会
付
議
事
項
、
運
営
の
基
本
方
針
、

出
資
金
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。
組

合
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

一
、
平
成
四
年
度
事
業
報
告
書
•
財

産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の

件
二
、
平
成
五
年
度
事
業
計
画
承
認
の

件
第
四
十
二
回

総
代
会
付
議
事
項

―
―
-
、
平
成
五
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
決
定
の
件

¥
四

0
0、
0
0
0、
0
0
0円
以
内

四
、
平
成
五
年
度
余
裕
金
預
入
先
決

定
の
件

肱
川
農
業
協
同
組
合
伊
予
銀
行

五
、
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
（
特
別
法
令
に
よ
る
も

の
を
除
く
）
及
び
債
務
保
証

最
高
限
度
額
並
び
に
貸
付
金
、
売

掛
金
等
の
利
率
決
定
の
件

イ
、
貸
付
金
最
高
限
度
額

七、

0
0
0、
0
0
0円
と
す
る
。

ロ
、
債
務
保
証
最
高
限
度
額

一
、
0
0
0、
0
0
0円
と
す
る
。

ハ
、
貸
付
金
・
仮
渡
金
・
前
渡
金
・

売
掛
金
等
の
利
率

年
率

一
O
・
O％
以
内

延
滞
料
一
四
・
六
％
以
内

六
、
経
費
の
賦
課
並
び
に
徴
収
の
件

林
道
開
設
、
改
良
組
合
員
割

面
積
割
と
す
る
。

七
、
手
数
料
及
び
利
用
料
徴
収
の
件

イ
、
販
売
手
数
料
販
売
品
売
上
代

金
の
五
％
以
内
と
す
る
。

ロ
、
林
産
手
数
料
林
産
経
費
の
五

％
以
内
と
す
る
。

ハ
、
造
林
補
助
金
事
務
取
扱
手
数
料

取
扱
金
額
の
一

0
％
以
内
と
す

る。
二
、
森
林
造
成
事
業
手
数
料
取
扱

金
額
の
一
四
％
以
内
と
す
る
。

ホ
、
農
林
漁
業
資
金
取
扱
手
数
料

取
扱
金
額
の
一
・
五
％
以
内
と
す

る。

へ
、
受
託
事
業
手
数
料
取
扱
金
額

の

一
0
％
以
内
と
す
る
。

ト
、
施
設
及
び
機
械
利
用
料

（
別
紙
）

八
、
林
業
山
村
活
性
化
林
業
構
造
改

善
事
業
の
実
施
の
件

五
年
度
指
定
実
施
期
間
五
年
度

i
八
年
度

事
業
費
五

0
0、
0
0
0千
円

五
年
度
実
施
事
業
構
造
改
善
推

進
事
業
、
基
盤
整
備
事
業
、
高
度

化
施
設
整
備
事
業
（
椎
茸
）

事
業
費
一

0
0、
0
0
0千
円

九
、
森
林
総
合
整
備
事
業
実
施
の
件

造
林
他

継

続

四

五

O
h
a

五
四
、

0
八
四
、

0
0
0円

+
、
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業
実
施

の
件

除

間

伐

五

O
h
a

七
、
ニ
―

0
、
0
0
0円

十

一
、
団
地
施
業
計
画
実
施
の
件

更
新

協
生

十
二
、
県
単
独
林
道
及
び
公
共
林
道

整
備
事
業
の
件

（
県
単
）
作
業
道

五

路

線

一

、
九
五

0
m

五
八
、

0
0
0、
0
0
0円

作
業
車
道

二
0
路

線

一

0
、
0
0
0
m

五、

0
0
0、
0
0
0円

（
公
共
）
林
道

一
路

線

五

0
0
m

五

0
、0
0
0
、0
0
0円

十
三
、
役
員
報
酬
決
定
の
件

¥
八
、
0
0
0、
0
0
0円
以
内

付
帯
決
議
事
項
の
件

本
議
案
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
、

軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
行
政
庁
よ

り
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
旨

に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
修
正
す

る
こ
と
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

出
資
金
計
画

出
資
目
標
額

三

0
0
、0
0
0
ロ

六

0
、0
0
0
、0
0
0
円

平
成
四
年
度
末
出
資
額

ニ
四

0
、六

一
八

口

四
八
、

―
二
三
、六

0
0
円

目
標
額
達
成
残
額

五
九
、
三
八
ニ

ロ

―
-
、
八
七
六
、
四

0
0円

平
成
五
年
度
増
資
目
標
額

五

0
、0
0
0
ロ

1
0、0
0
0、0
0
0円

四
八

三

ha

上
森
山
、
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管理部門 金融部門 利用 部 門 購買部門 販売部門 指導部門 総 括

3
 

2
 

ー 2
 

ー 4
 

3
 

2
 

ー 2
 

ー 4
 

3
 

2
 

ー

職
員
の
資
質
の
向
上
。

健
全
な
組
合
運
営
と
活
動
を
展
開
。

肱
川
グ
リ
ー
ソ
サ
ー
ビ
ス
会
員
の
増
員
強
化
。

組
合
員
に
対
す
る
林
業
振
興
事
業
資
金
の
貸
付
。

制
度
資
金
を
活
用
し
林
業
経
営
の
近
代
化
。

林
道
、
作
業
道
の
開
設
を
推
進
。

受
託
森
林
造
成
事
業
の
拡
充
と
、
森
林
経
営
事
業
の
実
施
。

作
業
路
開
設
及
び
椎
茸
楕
場
造
成
事
業
を
実
施
。

木
工
品
生
産
販
売
の
推
進
。

優
良
山
行
苗
を
生
産
し
斡
旋
゜

生
産
資
材
の
斡
旋
、
系
統
購
買
を
推
進
。

木
材
、
椎
茸
、
緑
化
木
、
そ
の
他
の
系
統
共
販
を
推
進
。

間
伐
、
除
伐
施
業
協
業
に
よ
る
林
産
事
業
を
拡
充
。

椎
茸
共
同
選
別
、
共
同
計
算
の
成
果
向
上
。

椎
茸
加
工
品
の
生
産
販
売
の
拡
大
。

1

森
林
総
合
整
備
事
業
、
間
伐
対
策
事
業
等
の
推
進
と
育
林

技
術
の
向
上

2

共
同
及
び
協
業
体
制
の
確
立
を
す
す
め
、
林
業
経
営
の
近

ギヒ
゜

イ
イ

3

林
業
構
造
の
改
善
事
業
の
推
進
。

肱
川
林
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
木
材
価
格
の
低
迷
が
つ
づ
く
等
、

林
業
は
極
め
て
厳
し
い
情
勢
で
あ
る
が
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、

地
域
林
業
の
真
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
並
び
に
経
営
体

制
の
強
化
を
は
か
り
森
林
の
も

つ
公
益
性
や
木
造
住
宅
の
良
さ

を
広
め
る
運
動
を
行
う
と
と
も
に
林
業
構
造
改
善
を
推
進
し
て

森
林
保
全
と
生
産
性
向
上
に
努
め
る
。

注
目
す
べ
き
ク
リ
ン
ト
ン

昨
年
の
十
一
月
二
十
日
に
ア
メ
リ

力
と

E
C
が
農
業
分
野
で
基
本
合
意

に
達
し
た
と
発
表
し
て
以
来
、
ガ
ッ

ト
交
渉
は
年
末
合
意
に
向
け
て
急
進

展
す
る
と
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、

十
二
月
初
旬
か

ら
交
渉
が
再
開
さ
れ
る
と
、
農
業
以

外
の
分
野
で
各
国
の
対
立
が
拡
大
し
、

ア
メ
リ
カ
や

E
C
の
交
渉
担
当
責
任

者
の
交
代
も
あ
っ
て
、
交
渉
の
見
通

し
は
再
び
不
透
明
な
状
況
に
お
ち
い
っ

て
い
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
基
本
問
題
で
、

主
要
国
は
対
立
を
激
化
さ
せ
て
い
る

の
で
す
。

①
関
税
引
き
下
げ
交
渉
で
、
ア
メ

リ

力
は
繊
維
な
ど
の
高
い
輸
入
関
税
を

維
持
し
な
が
ら
、
一
部
品
目
に
つ
い

て
「
ゼ
ロ
関
税
」
を
求
め
、
こ
れ
に

E

C
な
ど
が
反
発
。

②
サ
ー
ビ
ス
貿
易
交
渉
で
は
、
ア
メ

リ
カ
が
海
運
や
金
融
、

E
C
が
ビ
デ

オ
・
映
画
産
業
、
日
本
が
金
融

・
外

国
人
弁
護
士
な
ど
の
分
野
で
外
国
企

業
の
参
入
に
対
す
る
規
制
緩
和
を
依

然
と
し
て
拒
否
。

③
ガ
ッ

ト
を
新
た
な
国
際
機
関
（
多

難
航
す
る
農
業
以
外
の

交
渉
分
野 e 

平成5年 1月

角
的
貿
易
機
構
）
へ
格
上
げ
し
、
貿

易
紛
争
の
処
理
な
ど
に
関
す
る
権
限

を
強
化
す
る
構
想
に
対
し
、
三

0
1

条
な
ど
自
国
の
一
方
的
な
制
裁
措
置

の
維
持
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
が
反
対

し
、
各
国
が
こ
れ
に
反
発
。

こ
う
し
た
局
面
を
打
開
す
る
た
め
、

一
月
初
め
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
E
C
は、

関
税
引
き
下
げ
交
渉
を
中
心
に
水
面

下
の
折
衝
を
続
け
、

一
月
二
十
日
の

政
権
交
代
を
前
に
、
ガ
ッ
ト
合
意
へ

向
け
た
最
後
の
努
力
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
交
渉
は
前
進
せ
ず
、
一
月
十

九
日
に
開
催
さ
れ
た
ガ

ッ
ト
の
全
加

盟
国
参
加
に
よ
る
貿
易
交
渉
委
員
会

(
T
N
C
)
で
も、

交
渉
の
継
続
が
再

確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

足
か
け
七
年
目
に
入

っ
た
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ソ

ド
。
今
後
の
交
渉
を

左
右
す
る
重
要
な
カ
ギ
は
、
一
月
二

十
日
に
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ

ソ
ト
ソ
新
政
権
の
ラ
ウ

ソ
ド
対
応
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
政
府

は
、
議
会
か
ら
交
渉
権
限
（
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ト
ラ

ッ
ク
）

を
与
え
ら
れ

て

交
渉
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
こ
の
権

限
が
二
月
末
に
実
質
的
な
期
限
切
れ

次
に
想
定
さ
れ
る

二
月
中
下
旬
の
山
場

新
政
権
の
ラ
ウ
ン
ド
対
応

と
な
る
た
め
、
こ
の
延
長
を
議
会
へ

求
め
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
二
月
中

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
側
が
二
月
末
ま

で
に
最
終
合
意
へ
持
ち
込
も
う
と
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
交
渉
を
継
続
す

る
の
か
を
め
ぐ
り
、
二
月
中
下
旬
が

ガ
ッ
ト
交
渉
の
重
大
な
山
場
に
な
る

も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
食
料
安
保
や
農
業
の
持
つ

多
様
な
役
割
を
無
視
し
、
貿
易
の
自

由
化
だ
け
を
優
先
す
る
ガ
ッ
ト
農
業

交
渉
に
反
対
し
、
家
族
農
業
を
守
ろ

う
と
す
る
農
業
者
の
国
際
的
な
運
動

は
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
農
業
者
の
国
際

的
な
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
運
動
に
対
す
る
国
民
各
層

の
支
持
を
広
め
る
働
き
か
け
を
、
さ

ら
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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昨
年
末
以
来
、
ガ
ッ
ト
（
関
税
貿

易
一
般
協
定
）
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ソ
ド
（
新
多
角
的
貿
易
交
渉
）
が
最

終
局
面
を
迎
え
る
中
で
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
は
コ
メ
の
関
税
化
を
決
断
せ

よ
、
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
。

コ
メ
を
関
税
化
せ
よ
と
い
う
ア
メ

リ
カ
な
ど
、
外
国
か
ら
の
強
い
圧
力

に
妥
協
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
外
圧
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
国
内
に

対
し
て
は
、
コ
メ
を
自
由
化
し
て
も

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
構
造
改
革
の
契
機
に

な
る
と
ま
で
無
理
な
理
屈
を
重
ね
て

い
る
。

抜
本
的
貿
易
均
衡
策
を

ー：：忍：勺藝認：

東京大学教授

森島

麟⑲吾 (12)

賢

数
年
前
の
牛
肉
の
関
税
化
論
争
の

と
き
に
も
、
同
じ
よ
う
な
主
張
を
し

た
。
わ
が
国
が
牛
肉
の
関
税
化
を
拒

否
す
れ
ば
、
い
ま
に
、
日
米
戦
争
が

始
ま
る
だ
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
も
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
は
毎

日
、
牛
肉
問
題
を
書
き
た
て
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
は
無
視
し
続

け
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
が
牛

マ
品
コ
送
＠
凶
臼
困
窓
9

肉
の
輸
入
を
自
由
化
す
る
こ
と
に
、

そ
れ
ほ
ど
強
い
関
心
を
持

っ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
し
て
、
強
い
圧
力
を
か

け
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

こ
ん
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
は
コ
メ
問

題
に
そ
れ
ほ
ど
強
い
関
心
を
持
っ
て

は
い
な
い
。

仮
に
日
本
が
関
税
化
を
受
け
入
れ
、

将
来
、
ゼ
ロ
関
税
の
完
全
自
由
化
し

て
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の
コ

メ
の
輸
出
額
は
六
億
ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
一
千
億
ド
ル
と

比
較
し
て
、
決
し
て
大
き
な
額
で
は

な
い
。
日
本
の
貿
易
黒
字
一
千
億
ド
ル

と
比
べ
て
も
決
し
て
大
き
な
額
で
は

コ
メ
問
題
へ
の
内
圧

な
い
。ア

メ
リ
カ
は
何
と
か
し
て
輸
出
を

振
典
し
、
こ
の
巨
大
な
貿
易
赤
字
を

減
ら
し
た
い
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
日
米
両
国

の
一
千
億
ト
ル
を
超
え
る
巨
大
な
貿
易

不
均
衡
の
抜
本
的
な
解
決
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
が
コ
メ
問
題
に
関
心
を

集
中
し
、
日
本
が
コ
メ
問
題
で
妥
協

し
て
お
茶
を
に
ご
し
、
巨
大
な
貿
易

黒
字
を
放
置
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ

は
む
し
ろ
警
戒
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。

つ
ま
り
、
コ
メ
問
題
に
ア
メ
リ

力
か
ら
の
そ
れ
ほ
ど
強
い
外
圧
が
あ

る
訳
で
は
な
い
。

コ
メ
の
関
税
化
を
拒
否
す
れ
ば
、

ガ
ッ
ト
交
渉
が
決
裂
し
、
自
由
貿
易

体
制
が
崩
壊
す
る
と
言
う
。
日
本
は

世
界
の
中
で
孤
立
す
る
と
も
言
う
。

果
た
し
て
そ
う
か
。

仮
に
日
本
が
コ
メ
を
関
税
化
し
、

将
来
、
完
全
自
由
化
し
、
国
内
消
費

量
の
全
量
を
輸
入
し
た
と
し
て
も
、

輸
入
額
は
三
十
億
ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。

世
界
の
貿
易
額
三
兆
ド
ルと
比
べ
て
微
々

た
る
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
貿
易
問

題
の
全
体
を
協
議
し
て
い
る
ガ
ッ
ト

の
中
で
、
コ
メ
問
題
は
微
々
た
る
問

題
な
の
で
あ
る
。

日
本
が
コ
メ
関
税
化
を
拒
否
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
ガ
ッ
ト
交
渉
が
決

裂
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
三
十
億
ドル

の
た
め
に
三
兆
ド
ル
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
ほ
ど
、
ガ
ッ
ト
に
集
ま
っ
た
世

界
の
人
た
ち
は
、
愚
か
で
は
な
い
。

な
ぜ
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
あ
り

も
し
な
い
外
圧
の
影
に
お
び
え
て
、

コ
メ
の
自
由
化
を
主
張
し
て
い
る
の

か
。
実
は
外
圧
に
お
び
え
て
い
る
の

で
は
な
い
。
内
圧
で
あ
る
。

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
貿
易
黒

字
の
免
罪
符
を
得
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
国
は
そ
れ

ほ
ど
甘
く
は
な
い
。
い
け
に
え
と
さ

え
評
価
し
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
大

幅
黒
字
に
目
を
つ
む
る
は
ず
が
な
い
。

日
本
の
国
内
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

卑
屈
な
外
交
は
支
持
さ
れ
な
い
。
世

界
か
ら
の
孤
立
を
お
そ
れ
る
の
な
ら
、

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
大
幅
な

貿
易
黒
字
の
解
消
を
真
正
面
か
ら
、

誠
実
に
考
え
る
べ
ぎ
だ
ろ
う
。

コ
メ
を
関
税
化
し
て
も
外
国
か
ら

評
価
さ
れ
な
い
が
、
国
内
へ
の
影
響

コ
メ
を
い
け
に
え
と
し
て
差
し
出

コ
メ
は
免
罪
符
で
な
い

は
極
め
て
大
ぎ
い
。
関
税
化
す
れ
ば
、

コ
メ
を
再
生
で
ぎ
る
ど
こ
ろ
か
、
後

継
者
不
足
で
将
来
の
安
定
供
給
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
日
本
の
コ
メ
を
、
確

実
に
壊
滅
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

国
民
の
多
く
は
関
税
化
に
よ
っ
て

コ
メ
を
犠
牲
に
し
、
水
田
を
荒
廃
さ

せ
、
農
村
の
、
ひ
い
て
は
日
本
全
体

の
経
済
・
政
治
・
社
会
の
安
定
を
根

底
か
ら
覆
す
こ
に
真
っ
向
か
ら
反
対

し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
は
、
関
税
化
受
け
入
れ

を
早
急
に
決
断
せ
よ
、
今
や
議
論
す

べ
き
時
期
は
終
わ
っ
た
ー
な
ど
と
言

論
を
封
圧
す
る
よ
う
な
、
言
論
機
関

と
し
て
自
殺
的
な
主
張
を
す
べ
ぎ
で

は
な
い
。
今
こ
そ
率
先
し
て
コ
メ
論

議
を
広
く
ま
き
起
こ
し
、
深
く
掘
り

下
げ
て
、
コ
メ
の
苦
難
を
、
日
本
の

危
機
を
そ
の
根
源
か
ら
直
視
し
、
国

民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

（
平
成
五
年
二
月
一
日

農
業
新
聞
よ
り
）
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と却す‘あ事渡 後事業種おた外は産継‘°る‘所の る
しに °事る業すで業の付けがさ‘の続営 収譲得譲器固
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所
得
の
総
収
入
金
額
と
な
り
ま
す
が
、

小
規
模
酪
農
家
（
経
産
牛
の
年
間
平

均
飼
養
頭
数
が
十
二
頭
以
下
の
副
業

的
酪
農
家
）
の
乳
廃
牛
の
売
却
に
よ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
所
得
の

総
収
入
金
額
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
産
牛
の
年
間
平
均
飼
養

頭
数
が
十
二
頭
を
超
え
る
酪
農
家
で

あ
っ
て
も
、
当
該
経
産
牛
に
生
じ
た

突
発
的
な
事
情
等
偶
発
的
理
由
に
よ

り
売
却
し
た
乳
廃
牛
に
つ
い
て
は
、

そ
の
牛
が
七
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に

限
り
、
個
別
に
譲
渡
所
得
の
総
収
入

金
額
と
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。農

用
自
動
車
な
ど
大
農
機
具
の
減

価
償
却
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
は
、

一
般
的
に
は
譲
渡
所
得
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
農
業
所
得
の
計
算
と
は
区

分
し
て
所
得
を
計
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

譲
渡
所
得
（
総
合
課
税
の
譲
渡
所

得
）
の
計
算
は
、
減
価
償
却
資
産
の

譲
渡
に
よ
る
収
入
金
額
か
ら
、
譲
渡

資
産
の
帳
簿
価
額
（
譲
渡
の
日
ま
で

塵
業
所
得
と
は
区
別
を

I

凡
得
迎
5

の
減
価
償
却
費
の
累
計
額
を
差
し
引

い
た
後
の
金
額
）
と
、
譲
渡
費
用
を

差
し
引
い
た
後
の
金
額
が
黒
字
の
場

合
に
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
五
十
万

円
（
黒
字
の
金
額
が
五
十
万
円
ま
で

の
と
き
は
、
そ
の
金
額
）
の
特
別
控

除
（
総
合
課
税
の
譲
渡
に
か
か
わ
る

特
別
控
除
額
）
を
差
し
引
い
た
金
額

が
、
譲
渡
所
得
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
譲
渡
所
得
の
金
額
は
農
業
所
得

な
ど
他
の
所
得
と
総
合
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
譲
渡
収
入
か
ら
帳
簿
価
額
と

譲
渡
費
用
を
差
し
引
い
た
金
額
が
赤

字
の
場
合
に
は
、
そ
の
赤
字
の
額
を

農
業
所
得
な
ど
他
の
所
得
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

こ
の
総
合
課
税
の
譲
渡
所
得
は
短

期
と
長
期
に
区
分
さ
れ
、
短
期
譲
渡

所
得
と
は
、
資
産
を
そ
の
所
得
の
日

以
後
五
年
以
内
に
譲
渡
し
た
こ
と
に

よ
る
所
得
を
い
い
、
長
期
譲
渡
所
得

は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
そ
の
所

得
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金

額
だ
け
を
、
農
業
所
得
な
ど
他
の
所

得
と
総
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
土
地
、
建
物
な
ど
の
譲
渡

に
よ
る
譲
渡
所
得
は
、
事
業
所
得
な

ど
の
一
般
の
所
得
と
は
区
別
し
、
特

別
な
税
率
を
適
用
し
て
そ
の
税
額
を

計
算
す
る
課
税
方
法
（
分
離
課
税
）
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

いつまでもおとしよりと一緒に,. 
：愛媛県高齢者居室整備資金の御案内：

i貸付の対象者 I

I貸付の対象 I (1)高齢者の居室を新築、増築または改築するための資金
1件あたり 10万円以上100万円以下

(2)高齢者のために浴室・トイレ等を改造するための資金

1件あたり 50万円以下
(3) (1)と(2)を併せて整備する場合

1件あたり

貸 付 利

償 逗 方

年利 3%

元金均等による年賦償還または半年賦償還

償 還 期 10年以内 （据置期間なし）

保 証

巳
工
町

□

県内において、 60歳以上の親族と同居し、
しようとする20歳以上の方

連帯保証人 2名が必要です。

またはこれから同居

150万円以下
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l ー乙直疇囀 ,~ l i 優良材生産は直材づくりから．I
i 

椎茸生産はクヌギ林造成から．/ j 
！ 

i. ・-・・--- i 
！ 平成 5年 1月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I i 
！ 県森連 市 況！ 大洲木市より （単位m'当り ：円） 1. 市 売日 乎成 5年 1月19日 i 

1. 販売数量・・ 69ケース 950.4kg 

ス ギ ヒノキマッ 1. 平均単価 3,714円
i 

！長さ末口径 そ の 他
i 直曲がり 直曲がり 直 1．銘柄別単価 i 
i 7cm下 本 388 本 225本 605 本 469 松パルプ． ！ 
} 8 cm上本 600 本 430 本 793 本 599 末口 7cm 合名 柄単 価比率％銘 柄単 価比率％ ！ 
9.4 m l3 cm上27,900 -43,500 -18cm上36,000長さ 1.8m 大 厚 6, 800 3 特用大葉 ー 一 i
i 18 cm上23,200 - 42,000 - 4cm上23,000

9,500円 ／m'
中 厚 6,000 I s 特用中葉

i 
2 4 cm上23,ooo I -I 41, ooo I -130cm上29,000

i 7cm下 本 250 本 100本 250 本 100 雑パルプ 小 厚 2, 710 9 特用小葉 ー ー！
f I I 8 cm上 本 360本本 371 本 末口 7cm 

(380) （395) 
大ウス 4,420 I 5 大バレ 3,590 I 101 ! 

! ll cm上 16,200 25,300 長さ 1.8m ' 
3m 13 cm上30,300I -144, 100 I -11scm上30,000

12,600円 ／m'
i’  

中ウス s,190 I 4 中パレ 3,780 I 71 ~ 

i 18 cm上23,000 - 37,000 - 4cm上20,000 中小ウス 4, 810 7 小バレ 2, 260 5 ! 
! 24 cm上 19,000 - 30cm上25,000 小ウス 2, 520 6 変 形 3, 260 7 ! 

7 cm下本 100本 一 本 100本ー バ リ材
t 2m 8 cm上本 120本 一 本 120本ー （松・杉・桧 ジャミウス 900 2 色 落 ウ ス ー ！ 
i l6 cm上 12,000 - 22,000 -13cm上 末口 3~ 7 cm) 冬大 ー 一 色 悪 3, 050 24 i 
9 30 cm上 30叫

長さ 2.0m 
冬中 —里

13 cm上34,0001 175,300 
子 1,1101 31 ' I :: 18 cm上27,000 二，oo0o麿 冬小 ーーその他 ― -i 

ピ``翌旦は1誓：当たり 70円 ～160円 本 180円 1概要二：の出三三□i:I,、:レ)::／」]ご／二:_j
、--—----―‘-—---―‘--—-----------.--------·—------

i -----」

千位
3
1
3
0
2
9
2
8

匂

お

2
5
2
4
2
3
8

単

スギ 3伽 13上
県森逮大洲木材市売り場

図 1

い
つ
も
な
ら
、
年
末
の

頃
か
ら
暴
落
を
は
じ
め
る

ス
ギ
材
で
す
が
、
今
年
は

現
在
に
至
っ
て
も
高
値
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ

柱
材
で
、
半
年
で
五

0
0

0
円
の
上
昇
を
見
せ
、
現

在
で
は
な
ん
と
三

0
三
〇

0
円
＇
．
（
平
成
五
年
一
月

二
十
七
日
：
県
森
連
大
洲

木
材
市
売
場
）

今
回
の
価
格
上
昇
は
、

偶
然
や

一
過
性
の
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
す

Q

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
ぎ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

秘
密
は
海
の
向
こ
う
に
あ
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一平成4年・・・—•平成3年

3rn

蜘
日
昌

千

カ
ロ

1

止
1
2
1
1
1
0
9
8
7
6
5

4

3

2

1

0

8

単

平成2年

木材需要最と自給率の推移

12 

る
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
南
洋
材
と
言
わ
れ
て
い
る
マ
レ
ー

シ
ア
材
で
す
が
、
近
年
、
よ
く
叫
ば
れ
て

い
る
地
球
の
環
境
保
護
論
（
た
と
え
ば
「
熱

帯
林
の
乱
開
発
が
地
球
を
温
暖
化
さ
せ
て

い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
見
）
の
影
響
で
、

熱
帯
林
保
護
の
た
め
に
伐
採
規
制
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
南
洋
材
価
格
は
、
こ
こ

半
年
で

二
倍
に
高
騰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
な
自

然
環
境
保
護
論
が
叫
ば
れ
、
そ
の
保
護
対

象
は
フ
ク
ロ
ウ
か
ら
サ
ケ
に
ま
で
及
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
伐
採
規
制
が
強
化

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
米
材
価
格
は
、
こ
の

一
年
間
で
六

0
％
も
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
外
材
価
格
の
急
騰
が
、
今

国
産
材
時
代
到
来
？

図2

需
要
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真
木

平成3年

賢
ー 木材需要量 自給率

回
の
ス
ギ
価
格
の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
外

材
価
格
は
下
が
ら
な
い
の
で
は
と
感
じ
て

い
ま
す
。

住
宅
メ
ー
カ
ー
等
で
は
、
こ
の
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
集
成
材
な
ど
代
替
材
の

使
用
を
増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

国
産
材
に
も
興
味
を
示
し
て
い
る
そ
う
で

す。
円
高
に
よ
っ
て
安
い
外
材
が
大
量
に
入
っ

て
き
た
た
め
、
国
産
材
の
利
用
は
激
減
し

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
外
材
輸
入
が
困

難
な
状
況
で
は
、
国
産
材
も
機
械
化
等
で

生
産
コ
ス

ト
低
減
、
流
通
体
制
の
改
善
で
、

外
材
に
取
っ
て
か
わ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

国
産
材
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
そ
う

で
す
。

林
業
改
良
指
導
員



(15) ~。庖。領］ C R  醐l箇韓

鸞
◎
⑪
＠
⑯

よ
う
に
し
ま
す
。
（
図

1
参
照
）

一

野

菜

ー

一

条
植
え
で
は
畦
幅
六
十

cm
前
後
、

株
間
二
十
！
三
十

cm
位
が
標
準
で
し
ょ

最

近

の

野

菜

た

ち

う

。

種

イ

モ

の

切

り

口

を

下

に

し

て

、

ー
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ー

六
！
七

cm
の
深
さ
に
植
え
付
け
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ナ
ス
科
の
植
物
で
、
畦
高
は
、
あ
と
か
ら
土
寄
せ
が
で
き

無
機
質
や
ビ
タ
ミ
ソ
類
の
豊
か
な
低
る
よ
う
に
排
水
の
良
い
所
で
は
平
畦

カ
ロ
リ
ー
野
菜
で
す
。

に
し
ま
す
。

-

、

作

る

時

期

と

品

種

四

、

植

付

け

後

の

管

理

春
作
は
二
月
下
旬
ー
三
月
上
旬
頃
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
一
株
の
茎
数
が
多

秋
作
は
八
月
下
旬
頃
に
植
付
け
ま
す
。

い
と
イ
モ
数
は
多
く
な
り
ま
す
が
、

ジ
ャ
ガ
イ

モ
に
は
品
種
に
よ

っ

て

小

イ

モ
に
な
り
ま
す
。
芽
が
出
揃
っ

一
定
期
間
は
芽
の
出
な
い
休
眠
現
象
て
、
晩
霜
の
危
険
が
な
く
な
っ
た
頃
、

が
あ
り
ま
す
。

勢
い
の
強
い
一
ー
ニ
芽
を
残
し
て
他

そ
の
た
め
春
作
に
は
北
海
道
産
の
は
取
り
除
ぎ
ま
す
。

男

爵

や

メ

ー

ク

イ

ソ

が

、

秋

作

に

は

ま

た

、

新

イ

モ

は

種

イ

モ

よ

り

も

九
州
産
や
県
内
産
の
デ
ジ
マ
等
が
種
上
に
付
い
て
く
る
た
め
、
草
丈
が
十

イ
モ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

五

cm
位
に
伸
び
た
頃
と
そ
の
半
月
後

二

、

ほ

場

の

準

備

に

各

々

五

cm
位
の
厚
さ
で
土
寄
せ
を

植
付
け
る
場
所
は
ナ
ス
や
ト
マ
ト
、
し
ま
す
。
土
寄
せ
を
行
う
と
生
育
が

ピ
ー
マ
ソ
な
ど
、
ナ
ス
科
の
作
物
を
良
く
な
り
、
青
イ
モ
（
新
イ
モ
が
地

ニ

ー

三

年

間

は

作

っ

て

い

な

い

畑

を

表

へ

出

て

緑

化
す
る
）
の
発
生
防
止

選

ん

で

下

さ

い

。

に

も

な

り

ま

す

。

（

図

2
参
照
）

植
付
け
の

一
ヶ

月

前

に

は

十

面

当

追

肥

は

薔

が

見

え

始

め

た

頃

に

十

り
、
完
熟
堆
肥
十
ー
十
五
槌
、
石
灰
面
当
り
、
化
成
肥
料
五
百

g
程
度
を

類
と
ョ
ウ
リ
ソ
四
百
ー
五
百

g
を

混

畦

間

へ

施

用

し

ま

す

。

ぜ

て

お

ぎ

、

植

付

け

前

に

化

成

肥

料

五

、

収

穫

を
一
槌
程
度
施
用
し
ま
す
。

ジ

ャ
ガ
イ

但

し

、

そ

う

か

病

（

イ

モ

の

表

面

モ

は

大

ぎ

く

が

カ

サ

ブ

タ

状

に

な

る

）

の

発

生

が

て

充

実

し

た

心

配

な

所

で

は

石

灰

類

は

施

用

し

な

ほ

う

が

、

味

い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

も
良
く
貯
蔵

三
、
種
イ
モ
の
切
り
方
と
植
付
け
も
き
き
ま
す
。

種

イ

モ

は

植

付

け

の

二

！

三

日

前

開

花

後

、

に

切

断

し

、

切

り

口

が

乾

い

て

か

ら

茎

葉

が

黄

色

植
え
付
け
ま
す
。
大

き

さ

は

鶏

卵

大

＜

枯

れ

始

め

な
ら
縦
に
二
つ
切
り
、
そ
れ
よ
り
大
た
ら
一
株
掘
っ

ぎ

い

も

の

は

四

つ

切

り

に

し

て

、

ど

て

イ

モ

の

太

の
切
片
に
も
良
い
芽
が
均
等
に
つ
く
り
を
確
か
め
、

図2 土寄せ

ニー一ー一／ I 

（ふく技）I =口9' 上から見た図

図 1 タネイモの切り方

晴
天
が
ニ
ー
三
日
続
い
た
後
に
収
穫

し
ま
す
。
掘
り
取

っ
た
イ
モ
は
日
陰

で
乾
か
し
貯
蔵
し
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

夫）一
果

樹

の

管

理

一

0
ク

リ

一
、
接
ぎ
穂
の
採
取
と
保
存

穂
木
の
採
取
は
、
休
眠
が
ま
だ
打

破
さ
れ
て
い
な
い
二
月
下
旬
頃
ま
で

に
行
い
ま
す
。
ま
た
品
種
・
系
統
の

明
確
な
母
樹
か
ら
充
実
し
た
枝
を
選

び
ま
す
。
採
取
し
た
穂
木
は
一
っ
か

み
く
ら
い
に
分
け
て
ボ
リ
袋
に
入
れ

て
開
口
部
を
ひ
も
で
結
束
し
ま
す
。

保
存
所
と
し
て
は
冷
蔵
庫
、
屋
内
の

冷
賠
所
な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
図

1
参
照
）

二
、
台
木
の
は
種

ク
リ
は
年
明
け
頃
か
ら
発
芽
し
て

き
ま
す
が
、

6
ー

10mm
発
根
し
た
頃

に
こ
れ
を
切
除
し
て
は
種
す
る
と
側

根
の
発
達
が
よ
く
な
り
ま
す
。

（
図

2
参
照
）

三
、
苗
木
の
植
ぇ
付
け

苗
木
の
植
え
付
け
は
秋
植
え
が
よ

い
で
す
が
、
ま
だ
植
え
付
け
の
終
わ
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
厳
寒
期
を
避

け
た
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
頃
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
苗
木
は
深
植
え
に

な
ら
な
い
よ
う
植
え
床
を
少
し
高
く

し
、
根
を
四
方
に
広
げ
て
、
接
ぎ
木

部
が
出
る
よ
う
に
覆
土
し
ま
す
。
植

え
付
け
後
は
十
分
に
水
を
や
っ
て
敷

き
ワ
ラ
（
草
）
を
行
い
乾
燥
を
防
止
し

ま
す
。
さ
ら
に
支
柱
を
行
っ
て
風
に

よ
る
動
揺
を
防
ぎ
ま
す
。

（
図

3
参
照
）

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
菊
池
明
）

皆
川
啓

支
柱

有機物

土

有機物

士

有機物
-------------

（注）1排水をよくしてから檀え穴を準備する。

2植え穴にはリソ酸と苦土石灰を混合しておく。

図 3 樋え付けの方法と植え穴

外側面予mきとる

ーニ il--= --—―： ニ-
3~4cm 

t 種子は同一方向にまく

ェニエ
台木用クリのまき方図 2

用使袋チ

法方蔵

ポ

は

を

貯

い
合
上

。
の

な
場
の
＜
木

れ

い

袋

ぉ

穂

を
大
ポ
ん

図

0
;
麟`卿琶ぃ

i
i
[
[

空
袋
紐
む
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3
月
12
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

3
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

,＇ 

3
月
2
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
10
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
11
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
16
日
（
火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
17
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
18
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
23
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
24
日
（
水
）中
津
方
面

3
月
25
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
30
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
31
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月
L
P
G
配
達
予
定
表

3
月
2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
4
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

3
月
8
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
協
生

3
月
10
日
（
水
）
久
保

3
月
11
日
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

3
月
15
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

3
月
16
日
（
火
）
広
常
・
影
地

3
月
19
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
23
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

3
月
25
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

3
月
27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

3
月
29
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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節
目
・
節
目
に
い
ろ
ん
な
決
意
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
行
動
が

変
わ
っ
て
く
る
。

入
学
・
卒
業
・
就

職
な
ど
の
節
目
に
、

過
去
の
自
分
を
振

り
返
っ
て
、
こ
れ

か
ら
何
か
を
し
て

み
よ
う
と
決
意
す

る
こ
と
が
、
大
事

で
あ
る
。

今
日
の
こ
の
日

が
、
こ
れ
か
ら
長

い
人
生
を
生
き
て

い
く
中
で
、
自
分

な
り
に
、
何
か
に

取
り
組
ん
で
み
よ

う
と
い
う
決
意
の

日
で
あ
っ
た
な
ら
、

意
義
の
あ
る
い
い

成
人
式
だ
っ
た
と

言
え

る
だ
ろ
う
。

有意義な人生をと •••井関先生

倒 認前韓 (16)

有意義な人生を

おくるために

肱川町創立50周年記念

第 45回成人式

決
意
が
な
け
れ
ば

第
四
十
五
回
成
人
式
は
、
一
月
十
五

日
（
成
人
の
日
）
に
公
民
館
で
、
新
成
人

四
十
名
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
午
前
九
時
か
ら
の
式
典
の
後
、
伊

予
木
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

井
関
和
彦
先
生
に
「
有
意
義
な
人
生
を

お
く
る
た
め
に
」
と
題
し
記
念
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
年
団
に
よ
る
記
念
の
も

ち
つ
き
が
あ
り
、
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、

井
関
先
生
の
講
演
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
由
・
乎
等
・
博
愛
の

三
つ
の
理
想

の
基
に
、
い
ろ
い
ろ
な
決
議
を
す
る
。

今
の
民
主
主
義
と
い
う
も
の
は
、
自
由

平
等
・
博
愛
と
い
っ
た
も
の
に
重
点
が

お
か
れ
、
何
を
し
て
も
自
由
な
ん
だ
と

か
、
何
も
か
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
と
い
け

な
い
と
か
い
う
考
え
方
に
な
り
や
す
い

が
、
基
本
的
に
問
違
っ
て
い
る
。

自
由
の
裏
に
は
、
必
ず
責
任
が
あ
り
、

自
由
と
は
、
他
人
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

範
囲
で
の
自
由
で
あ
る
。
自
分
が
し
て

い
る
こ
と
で
、
他
人
の
迷
惑
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
由
の
領
域
を

こ
え
て
い
る
。
大
人
に
な
っ
た
か
ら
に

は
、
自
分
の
行
動
に
、
必
ず
責
任
が
つ

い
て
く
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

平
等
と
い
う
と
、
何
も
か
も
同
じ
で

な
く
て
は
、
と
考
え
る
の
で
は
な
い
。

出
生
や
、
男
女
の
違
い
で
差
別
を
し
て

は
い
け
な
い
が
、
能
力
な
り
、
仕
事
を

す
る
人
し
な
い
人
で
は
、
同
期
で
も
、

う
ん
と
差
が
つ
く
。
こ
う
い
う
差
別
は

当
然
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
、
大
人
の

社
会
で
あ
る
。

ま
た
、
博
愛
は
、
す
べ
て
の
人
を
愛

す
る
こ
と
だ
が
、
博
愛
の
裏
に
は
、
懲

罰
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
悪
い
こ
と
を
す

れ
ば
、
当
然
罰
せ
ら
れ
る
。

同
様
に
、
権
利
の
裏
に
は
義
務
が
あ

る
が
、
権
利
ば
か
り
を
主
張
し
て
、
義

務
を
果
た
し
て
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
の

――
―
つ
の
基
本
的
な
精
神
を
基
本

に
、
営
ま
れ
て
い
る
の
が
、
民
主
主
義

だ
が
、
世
界
の
ど
こ
を
見
て
も
、
こ
の

民
主
主
義
を
正
し
く

理
解
し
よ
う

原
理
原
則
と
は
、
生
き
て
い
く
た
め

の
知
恵
。
そ
の
中
の
一
番
の
エ
ッ
セ
ソ

ス
を
身
に
つ
け
る
。
物
事
を
見
た
り
考

え
た
り
す
る
時
に
、
原
理
原
則
（
碁
で

い
え
ば
定
石
、
野
球
で
い
え
ば
基
本
）

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
自
分
が
行
動
で

き
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
こ
と
が
大
事
。

そ
こ
で
、
思
考
の

三
原
則
を
い
え
ば
、

一
、
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

長
い
目
で
物
事
を
見
、
判
断
す
る
。

二
、
物
事
の

一
面
を
見
な
い
で
、
で
き

る
だ
け
、
他
面
的
、
全
面
的
に
物

事
を
見
た
り
考
え
た
り
す
る
。

三
、
物
事
の
枝
葉
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本

質
・
根
本
を
見
る
努
力
を
す
る
。

で
あ
る
。

長
い
人
生
を
歩
ん
で
い
く
と
、
別
れ

道
や
行
き
止
ま
り
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
す

る
が
、
そ
の
時
に
、
こ
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
、
的
確
に
判
断
し
て
ほ
し
い
。

日
本
、

特
に
農
耕
民
族
は
、
努
力
を

重
視
す
る
国
民
性
が
あ
り
、
普
通
の
人

問
と
し
て
生
き
る
た
め
に
は
、
素
質
は

努
力
し
だ
い
で
ど
う
に
で
も
な
る
と
考

え
る
。
最
近
は
、
働
き
す
ぎ
だ
、
も
っ

と
遊
べ
と
言
う
が
、
仕
事
か
遊
び
か
と

い
う
二
者
択

一
で
は
な
く
、
よ
く
仕
事

を
し
、
よ
く
遊
ぶ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
史
の
よ
う
に
、
自

分
が
、
汗
を
流
し
て
努
力
す
る
こ
と
を

人
生
1
1

素
質

x
努
力

x
運

原
理
原
則
を

し
っ
か
り
と
学
ぶ

通
り
に
い

っ
て
い
る
国
は
な
い
。

忘
れ
て
し
ま
っ
た
ら
滅
び
て
し
ま
う
。

努
力
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
喜
び

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
の
運
は
、
積
極
的

に
運
を
切
り
開
く
と
い
う
意
味
で
考
え

る
。
西
洋
の
こ
と
わ
ざ
に
、

「
心
が
変

わ
れ
ば
行
動
が
か
わ
る
」
と

い
う
の
が

あ
る
が
、
い
つ
も
心
が
け
て
行
動
を
変

え
て
い
く
と
、
そ
れ
が
習
慣
に
な
り
、

そ
の
習
慣
は
、
人
格
を
変
え
、
運
命
が

変
わ
る
。
人
柄
の
良
い
人
に
は
、
良
い

出
合
い
、
良
い
チ

ャ
ソ
ス
が
巡
っ
て
来

て
、
良
い
運
を
つ
か
む
と
い
う
の
だ
。

と
い
う
こ
と
は
、
素
質
は
も
っ
て
生

ま
れ
た
も
の
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な

い
が
、
努
力
を
し
な
が
ら
、
心
が
け
を

良
く
し
て
人
格
を
み
が
き
、
運
を
つ
か

む
。
こ
れ
は
、
有
意
義
な
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
軍
要
な
こ
と
で
あ
る
。

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、

生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
だ
。

物
欲
は
、

達
成
し
て
し
ま
う
と
終
わ
っ
て
し
ま
う

が
、
際
限
の
な
い
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
く
こ
と
、

一
歩
一
歩
成
長
し

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
。
山
登
り
で

よ
く
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
の

最
高
は
、

明
日
の
最
低
と
考
え
る
。
生

涯
学
習
と
は
、
自
分
が
学
ぶ
心
、
向
上

心
と
い
う
ガ
ソ
リ
ソ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
が
、
充
実
し
た
人
生
を

送
る

こ
と
に
大
事
な
も
の
と
な
る
。

今
日
の
最
高
は、

明
日
の
最
低
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ま
ず
、
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
。

健
康
に
害
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
か

な
り
の
分
野
で
わ
か

っ
て
い
る
。
因
果

の
法
則
を
く
ら
ま
す
な
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

陰
徳
・
喜
心
．
感
謝
の

三
つ
の
心
が
け

を
持

っ
て
、
明
る
＜
元
気
に
素
直
に、

志
は
高
く
、
欲
望
は
低
く
、
そ
う
す
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
も
か
な
り
減
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
良
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ

と
。
他
人
と
の
関
係
で
大
事
な
こ
と
は
、

信
頼
で
あ
る
。
信
頼
関
係
を
つ
く
る
に

ま、i
 

0

相
手
の
立
場
に
な
る
。

0

約
束
を
守
る
。
守
れ
な
い
約
束
は

し
な
い
。
守
れ
そ
う
に
な
い
時
は
連

人
生
を
幸
せ
に

送
る
た
め
に

絡
す
る
。

げ
ん
こ
う

0

言
行

一
致
。

〇

報
告
・
連
絡
・
相
談
を
大
事
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
と
る
。

〇

責

任
転
化
を
し
な
い
。

以
上
の

五
つ
を
心
が
け
る
と
良
い
。

ま
た
、
結
婚
と
い
う
大
き
な
問
題
が

出
て
く
る
と
思
う
が
、
結
婚
生
活
は
、

二
十
代
は
愛
情
・
三
十
代
は
努
力
•
四

十
代
は
我
慢
•
五
十
代
は
あ
き
ら
め
・

そ
し
て
六
十
代
は
感
謝
の
時
代
と
い
わ

れ
る
。
結
婚
相
手
を
選
ぶ
時
は
、
愛
情

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

一
緒
に
努
力

し
、
我
慢
で
き
一
緒
に
感
謝
で
き
る
人

を
。
そ
の
人
の
人
柄
、
物
の
見
方
や
考

え
方
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
明
る
＜

努
力
し
て
い
る
人
を
選
ん
で
ほ
し
い
。

見
せ
か
け
の
や
さ
し
さ
に
蝙
さ
れ
て
は

い
け
な
い
。
恋
は
盲
目
と
言
う
が
、
結

婚
前
に
は
、
両
目
を
あ
け
て
し
っ
か
り

と
見
て
、
結
婚
し
た
ら
、
片

目
を
と
じ
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
。

そ
し
て
、
感
動
す
る
心
を

養

っ
て
ほ
し
い
。
き
れ
い
な

も
の
は
、
き
れ
い
と
感
じ
、

ま
た
、
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
自
分
を
素
直
に
喜
ぶ
。

さ
ら
に
、
物
事
を
判
断
す

る
時
に
、
正
し
い
価
値
観
で

判
断
し
て
ほ
し
い
。
善
悪
、

損
得
、
好
嫌
、
苦
楽
な
ど
、

ど
こ
に
価
値
観
を
お
い
て
判

断
す
る
の
か
。
損
得
ば
か
り

で
子
ど
も
を
教
育
す
る
と
金

で
動
く
子
ど
も
が
で
き
は
し

な
い
か
。
正
し
い
価
値
観
で

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

最
後
に
、
仕
事
の
意
義
を
見
極
め
て

ほ
し
い
。
仕
事
を
義
務
だ
と
か
辛
い
と

か
、
お
金
の
た
め
だ
け
に
す
る
の
で
は

な
く
、
苦
痛
な
仕
事
を
ど
う
楽
し
く
す

る
か
を
見
出
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

先
議
功
利
の
精
神
で
、
や
る
べ
き
こ
と
、

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
を
頑
張
っ

て
い
る
と
、
後
か
ら
利
益
は
つ
い
て
く

る
も
の
だ
。
二

十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で

を
、
ど
う
過
ご
す
か
に
よ
っ
て
、
残
り

の
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る
。

生
き
て
い
く
目
標
を
ど
こ
に
持
つ
か

で
、
行
動
も
違
っ
て
く
る
。
物
事
を
正

し
く
考
え
、
判
断
す
る
た
め
に
は
、
原

理
原
則
を
学
ぶ
よ
う
に
努
力
し
、
心
が

け
を
良
く
し
、
向
上
心
を
持
っ
て
積
極

的
に
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。

私
が
肱
川
町
に
帰
省
し
て
、
早
い

も
の
で
五
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、

「
肱
川
に
帰
っ
た
ら
消

防
団
と
か
商
工
会
と
か
に
入
ら
さ
れ

る
ん
じ
ゃ
ろ
ね
や
、
い
や
じ
ゃ
の
ォ
」
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
そ
う
い
っ
た
団
体
活
動
や
地

域
の
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
り
、
肱

川
町
の
人
間
と
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ

て
い
る
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ス
3

先

に

挙

げ

た

消

み

｛

防

団

に

し

ろ

‘

考

を

ソ
フ
ト
、
野
球
、

>
 

4
 

⑫

域

3
 

そ
し
て
公
民
館

活
動
に
お
い
て

も

、

い

つ

も

顔

地

>[>[-
で
は
味
わ
え
る

魅
力
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。
特

に
公
民
館
活
動
に
関
し
て
は
、
私
は

二
期
（
四
年
間
）
も
携
わ
っ
て
参
り
ま

し
た
。
毎
年
町
民
運
動
会
前
な
ん
て

も
の
は
、
役
員
に
と
っ
て
は
地
獄
の

よ
う
な
も
の
で
す
が
、
幸
い
他
の
熱

心
な
役
員
さ
ん
に
恵
ま
れ
て
、
な
ん

と
か
自
分
の
役
目
を
果
た
せ
た
ん
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

最
近
よ
く
『
地
域
の
活
性
化
』
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
ず
っ
と
肱
川
町
に
住
む
者
と
し

て
は
、
今
後
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
何
の

行
事
に
し
ろ
大
勢
の
人
が
集
ま
れ
ば
、

そ
の
時
々
で
多
少
の
活
力
を
感
じ
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
小
学
校
の
児
童

数
の
減
少
、
何
年
先
に
は
何
人
に
な

る
、
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
数
字
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
決
し
て

避
け
て
通
る
こ

と
の
出
来
な
い

事
実
で
あ
り
、

朗

ま
ず
第

一
に
考

律

ぇ
な
く
て
は
な

ら
な
い
問
題
で

林

田

子予

す
。
今
は
学
校

浜

が
あ
っ
て
、
子

供
達
が
い
る
か

ら
出
来
る
行
事
、

＇ 

と
い
う
も
の
が

そ
れ
は
何
を
や

?
[
い
[
[
[
[

る
に

し
て
も
、

ま
ず
必
要
な
の
は
『
人
』
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、
学
校

を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
人
達
で
相
談
し
て
、
同

級
生
を
つ
く
る
と
い
う
の
も

―
つ
の

手
段
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第
十
二
回
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
と
第

十
三
回
肱
川
駅
伝
大
会
を
一
月
二
十
四

日
（
日
）
に
肱
川
中
学
校
で
開
催
し
ま
し

こ
。

t
 健

康
マ
ラ
ソ
ソ
は
‘

-
km
、
ニ

km
、

四
km
、
七
km
と
四
つ
の
コ
ー
ス
設
定
が

あ
り
、
お
好
み
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
参

加
で
き
ま
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
二

百―

―十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
で
は
、
一
般
・
中
学
生
・

高
校
生
の
合
計
―
―
―十
三
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
出
場
チ
ー
ム
の
紹
介
を
こ

こ
で
し
ま
す
。
ま
ず
一
般
の
部
で
は

V

3
を
狙
う
川
上
走
友
会
を
は
じ
め
と
し

て
、
岩
谷
分
館
・
正
山
分
館
・
肱
川
分

校
教
員
・
保
養
セ
ン
タ

ー

・
迷
走
会
・

正
山
青
年
団
・
今
年
か
ら
初
出

場
の
鹿
野
川
ア
リ
ラ
ン
チ
ー
ム

や
オ
ー
プ
ソ
参
加
の
内
子
ア
リ

ラ
ソ
チ
ー
ム
の
九
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
肱
川
中
学
校
か

ら
は
、
野
球
部
・
テ
ニ
ス
部
男

女
・
卓
球
部
・
ブ
ラ
ス
バ
ソ
ド

部
・
バ
レ
ー
部
と
部
活
動
か
ら

の
チ
ー
ム
編
成
で

二
十
ニ
チ
ー

ム
出
場
。
昨
年
見
事
男
子
の
部

で
優
勝
し
た
肱
川
分
校
は
、
男

女
各

一
チ
ー
ム
ず
つ
の
計
ニ
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
接
戦
を
繰
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
事
故
も
な
く
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
た
だ
い

た
、
警
察
官
・
交
通
安
全
協
会
・

交
通
指
溝
員
の
皆
様
そ
し
て
役

員
の
方
々
や
甘
酒
コ

ー
ナ
ー
で

＊
 

手伝っていただいたご婦人方、寒

い中誠にありがとうございました。

なお、結果は次のとおりです。

健康マラソン大会入賞者

0四kmコース

（一般男子）

森岡修一（中野小教諭）

（一般女子）

西村洋子（正山小教諭）

（高校生女子）

氷沼恵（肱川分校一云一年）

（小学生男子）

谷本悠介（正山小六年）

（小学生女子）

山田順子（正山小六年）

0七kmコース

（一般男子）

般 の 部

チーム名 選 手 名 区間タイム 順位

岩谷分館 藤原 貴 0 : 14 : 48 1 

分校教員 大田 誠治 0 : 15 : 00 2 

迷 走 会 岡野 孝行 0:17:47 3 

分校教員 門田 生 0:09:17 1新

岩谷分館 西山 常数 0 : 09 : 35 2 

川 上走友会 清水 良治 0: 10: 11 3 

アリラソ 星野 進 0 : 06 : 44 1新

川上走友会 菊岡 幸造 0:07:17 2 

迷 走 会 山崎 勝弘 0:07:17 3 

アリラン／ 上 田 秀夫 0 : 08 : 13 1新

分校教員 大久 憲一 0 : 08 : 55 2 

正山分館 滝野 隆志 0 : 09 : 14 3 

分校教員 久門 篤志 0 : 09 : 38 1 

迷 走 会 三好 修 0 : 09 : 46 2 

岩谷分館 宮田 昭 0 : 09 : 50 3 

アリラン／ 有本登 士 明 0:07:47 1 

川上走友会 宮田 勝利 0 : 07 : 53 2 

岩谷分館 寺尾 秋広 0 : 08 : 12 3 

村
本
知
律
（
正
山
小
教
諭
）

（
高
校
生
男
子
）

森
本
徳
明
（
肱
川
分
校
―
―
一年）

（
小
学
生
男
子
）

西
本
雅
志
（
正
山
小
六
年
）

（
小
学
生
女
子
）

黒
田
美
幸
（
正
山
小
五
年
）

駅
伝
大
会
結
果

（
一
般
の
部
）
時
間

一
、
分
校
教
員

二
、
岩
谷
分
館

――-
、
ア
リ
ラ
ソ

（
男
子
の
部
）

一
、
野
球

A

二
、
分
校

A

―
―
-
、
テ
ニ
ス

A

（
女
子
の
部
）

一
、
バ
レ

l

B

二
、
バ
レ

l

A

――
-、
バ
レ

l

C

• 

I
 

O
・
O
五

• 

1
0・
―――
四

• 

1
0
・
四
―

五
五
・
―
―
―三

五
六
・
一
五

五
七
•
五
―
――

分

秒

五
九

こ
ニ
ニ

五
九
・
五
七

·
0
1―
-
•
―
―
―九------------------------------------------------------------------------

わ
が
国
の
伝
統
的
な
小

道
具
、
そ
し
て
世
界
に
誇

れ
る
文
化
と
も
い
え
る
、

「
ふ
ろ

し
き
」
は
、
ど
こ
の

家
で
も
た
ん
す
の
片
隅
に

眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
思
う
。

•I
I
L

今
や
使
い
す
て
、
過

剰

包
装
な
ど
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
有
効
な
商
品
と
し
て
見
直
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

四
す
み
を
結
ぶ

だ
け
で
、
何
で
も
き
れ
い
に
包
ん
で
し

ま
う
「
ふ
ろ
し
き
」
は
、
便
利
で
美
し
い

生
活
用
具
で
あ
る
。

環
境
問
題
へ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
取

り
く
み
と
し
て
、
過
剰
包
装
を
な
く
す

「
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
」
と
し
て
の

「
ふ
ろ
し
き
」
は
是
非
と
も
見
直
し
た
い

文
化
で
あ
る
。

M



(19) ~。庖。領） -ヤ--畑碑』 一恒m ぷ泌

ぐ
｀
~
~
·
’ ~ o、バ』 飼前輿

大

谷

小

学

校

西

山

両
和
教
育
研
修
会
に
参
加
し
て
」

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

同
和
問
題
学
習
会
に
参
加
し
た
と
き

な
ど
「
昔
は
差
別
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
は
差
別
は
な
い
し
、
差
別

な
ど
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
同
和
教
育

等
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。」

と
い
う
意
見
を
、
今
で
も
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ね

た
子
を
起
こ
す
な
。
」
と
い
う
考
え
方
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

先
日
の
研
修
会
に
参
加
し
た
と
き
、

講
師
の
先
生
か
ら
、
こ
の
考
え
方
の
背

景
、
即
ち
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
を
解

明
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 同

和
地
区
の
人
か
ら
出
る
場
合
、

一

つ
は
、
何
も
知
ら
な
い
子
供
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
の
よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ

せ
た
く
な
い
か
ら
、
出
来
れ
ば
、
こ
の

ま
ま
そ
っ
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

自
分
自
身
の
つ
ら
い
苦
し
い
過
去
か
ら
、

も
う

二
度
と
あ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
味

わ
い
た
く
な
い
。
と
い
う
悲
痛
な
願
い

か
ら
出
て
い
る
。

次
に
、
同
和
地
区
外
の
人
か
ら
出
る

場
合
、

一
っ
は
、
私
に
は
関
係
が
な
い

こ
と
だ
か
ら
、
同
和
問
題
に
は
か
か
わ

り
た
く
な
い
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

冒
頭
に
挙
げ
た
意
見
は
、
こ
の
考
え
に

属
す
る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
同
和
教
育
だ
っ
た
ら
、

差
別
の
解
消
に
な
っ
て
い
な
い
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
の
だ
っ
た
ら
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え

方
で
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
同
和
教
育

の
推
進
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
同
和

教
育
を
受
け
た
人
々
か
ら
、
最
近
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
う
し
て
、
同
和
教
育
は
、
自
分
自

身
を
問
い
直
し
て
み
る
こ
と
、
自
分
の

心
に
、
同
和
地
区
の
人
々
に
対
し
て
差

別
の
意
識
は
ど
う
な
の
か
を
問
い
直
し

て
み
る
こ
と
、
こ
こ
か
ら
出
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
話
で
し
た
。

あ
る
学
習
会
に
参
加
し
た
と
き
、
同

和
地
区
の
人
が
、
「
言
葉
で
は
き
れ
い

ご
と
を
言

っ
て
い
る
け
ど
、
本
心
は
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
、
心
の
底
で
は
や
は
り

差
別
意
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
人
権
集
会
が
開
か
れ
、

人
権
尊
重
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

章

[第
36
回
]

弥

い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
先

進
的
な
町
村
と
比
べ
た
場
合
、

ま
だ
低
調
な
面
が
残
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
特
に
対
象
地
区
の
な
い

地
域
の
人
々
の
中
に
は
、
先

に
述
べ
た
考
え
方
を
持
っ
た

人
々
が
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
気
に
な
り
ま
す
。

同
和
問
題
が
今
ま
で
根
強

く
わ
た
し
た
ち
の
心
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同

和
問
題
を
放
置
し
て
お
け
ば
、

わ
た
し
た
ち
の
小
さ
い
頃
の

よ
う
に
、
誤
っ
た
知
識
が
そ

の
ま
ま
受
け
つ
が
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

同
和
問
題
に
対
し
て
正
し

い
教
育
を
受
け
、
差
別
を
許

さ
な
い
強
い
人
間
を
育
成
し

て
い
く
た
め
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

同
和
教
育
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す。

■駅伝大会区間記録
男 子 の 部 女 子 の 部

区 問 チーム名 選手名 区問タイム 順位 チーム名 選手名 区間タイム 順位

第 肱川 中 学 校 分 校 A 矢野 光則 0 : 14 : 18 1新 分校 B 藤川 愛 0 : 18 : 29 1 

1 i 野球 A 池田 誠之 0 : 15 : 47 2 バレー C 三浦 美保 0 : 18 : 52 2 

区 宇和 川 支 所 テニス男A 高尾和也 0 : 16 : 36 3 バ レ ー B 吉田 、声ĉ  0 : 18 : 53 3 

第 宇和 川 支所 野 球 A 山田 天洋 0 : 08 : 39 1新 テニス女A 冨永あかね 0 : 10 : 47 1 

2 ！ 分 校 A 花岡 千歳 0 : 09 : 20 2 プラスバソドA 柴田 沙織 0 : 11 : 15 2 

区 道 野 尾 テニス男 A 山田 明広 0 : 09 : 32 3 プラスバ‘ノト'B 冨永加代子 0 : 12 : 19 3 

第 道 野 尾 野球 A 安川 武生 0 : 06 : 43 1 バ レ ー B 智葉寿美恵 0 : 08 : 02 1新

3 I 野球 B 清水 成仁 0 : 05 : 48 2 バ レー C 吉田寿十三 0 : 08 : 19 2 

区 特産開発セ‘ノター テニス男A 冨永 哲成 0 : 06 : 55 3 バ レー A 東 志帆 0 : 08 : 51 3 

第 特産開発セソター テニス男A 中岡 誠 0 : 07 : 50 1 バ レ ー C 高旗 涼子 0 : 09 : 28 1 

4 i 野 球 A 金野 佑樹 0 : 07 : 58 •?, テニス女A 中川 由美 0 : 09 : 45 2 

区 肱川分校前 野 球 B 山崎 陽平 0 : 08 : 00 3 プラスバソドA 桜田ひとみ 0 : 09 : 59 3 

第 肱 川 分 校 前 分 校 A 山下 智光 0 : 09 : 14 1 バ レー A 冨永小百合 0 : 10 : 34 1 

5 ！ 野 球 A 岩田 慎吾 0 : 09 : 22 2 テニス女A 大西由希子 0 : 10 : 58 2 

区 大鳥居前 テニス男A 台野和広 0 : 09 : 35 3 テニス女B 宮川由起子 0 : 11 : 11 3 

第 大鳥居前 野 球 A 宮尾 八ム心士 0 : 07 : 04 1 バ V - A 村田 志麻 0 : 07 : 43 1 

6 ！ 野球 D 中岡 寛 0 : 07 : 12 2 テニス女A 中野 千鶴 0 : 08 : 37 2 

区 肱川 中 学 校 野球 F 冨永 周作 0 : 07 : 24 3 バ レ ー B 曽根 和美 0 : 08 : 47 3 
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月 の

国通蕊

4-

打

協羽瞬 (20)

事 予 定 表
1 ．肱川町防災の日 中旬 •町議会定例会

3 1 ・防火パレード II ・観光協会総会

5 ・行政相談 22 ・定例部落長会

5 ・ 22 ・心配ごと相談 25 •町内各小学校卒業式（幼稚園）

7 ・文化芸能発表会 25 •お神楽（月野尾）

8 ・陽春院大般若 28 ・しゃくなげまつり開幕式

月 10 ・農業委員会 29 ・税金等出張受入れ

17 ．肱川中学校卒業式 下旬 ・営農林推進会議正副座長会

3/26,...___,4 /7 小中学校春休み

3月の日曜・祝日当直医

当 直 医 苧毛 話日

玉r 来 医 院 44 - 2248 7 日
（内子町）

（日）
城戸眼科医院

24- 2310 
（大、洲市中町）

小 J 11 医 院
44- 2815 1 4 日

（内子町）

（日）
藤 本外科医院

24- 2310 
（大、洲市中町）

古 ) | | 医 院
44- 2407 2 0 日

（ 内 子 町 ）

（土）
村 上内科医院

23- 3500 
（大、洲市北只）

町 田 医 院
43- 0211 2 1 日

（内 子 町）

（日）
大野内科医院

24 - 6800 
（大洲I市片原町）

成 田 医 院
47-0061 2 8 日

（内 子 町）

（日）
村上外科医院

24-2262 
（大洲ヽ市片原町）

※変更になる場合があ りますので前も って連絡、してか らお出かけ下
さし ‘o

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・ 火
大 、洲市立病院

24-2151 
（大沙I、I市大 洲ヽ）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大沙I、I市若宮）

木～日
大 、洲中央病院

24- 4551 
（大沙Iヽ！市東大洲）

3
月
15
旦
月
）
一
大
谷
公
民
館

午
後
2
時

3
月

4
旦
木
）
＿中
津
集
会
所
一
午
前
10
時
？

日

程

一

場

所

時

間

◎
健
康
づ
く
り
料
理
教
室 時

間

―
午
後

1

時

?

2
時

3
月
1
0
旦
水
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

時

間

午
前
9
時
3
0分

?
1
1時
3
0分

3
月
3
旦
水
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一

日

程

場

所

◎
幼
児
教
室回
。
日

◎
3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月
15
日
（
月
）

（
出
す
の
は

3
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

3
月
9
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

▽

日

時

3
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
3
0
分
ー
4
時
3
0
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五
0
八

◎
行
政
相
談

担

当

相

談

員

／
三
二

ヽ

ー

和

雄

3
月
22
日
（
月
）

4
月

相

含火
n火

日

国

■ご
璽
豆
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

▽
場

所

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

大

平

山

中

又

由

さ

ん

(75
歳）

協
生
岡
田
ア
ヤ
子
さ
ん
(64
歳）

上
鹿
野
川富

永
隆
徳
さ
ん
(69
歳）

下
野
多
治
見
さ
ん
(78
歳）

地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
伺
い
し
て
取
材
し
、
広
報

や
放
送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

電
話
で
結
構
で
す
。

6

三
四
ー
ニ
三
一
―

役
場
広
報
統
計
係
ま
で

あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

共
栄

協

生

中

野
道
野
尾

山

下

敦

さ

ん

二

女

聖

香

ち

ゃ

ん

沖
野
晃
己
さ
ん

長

男

隼

也

ち

ゃ
ん

中
宮
義
隆
さ
ん

二

女

志

穂

ち

ゃ

ん

＊

＊

＊

合

女

女

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
合

ご

ざ

い

ま

す

合

＊
 

＊
 

*

＊

＊

合

女

＊
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